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10
月
1
0
日
は
「
目
の
愛
護
デ
ー
」

あ
な
た
の
目
は
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
あ
な
た
の
目
は
疲
れ
て
い
ま
せ
ん

か
。
と
い
う
の
も
テ
レ
ビ
、
読
書
、

車
の
運
転
な
ど
現
代
社
会
は
、
と
か

く
目
を
使
う
機
会
が
多
い
か
ら
で
す
。

　
十
月
十
日
は
「
目
の
愛
護
デ
ー
」

で
す
。
疲
れ
ぎ
み
の
あ
な
た
の
目
が

近
視
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
近

視
が
こ
れ
以
上
す
す
ま
な
い
よ
う
に
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

＊
テ
レ
ビ
を
長
時
間
連
続
し
て
見
る

　
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
一
時
問
見
た
ら
、
十
五
～
三
十
分

　
は
目
を
休
ま
せ
る
の
が
、
休
憩
の

目
安
で
す
。

＊
読
書
は
姿
勢
を
正
し
て
、
目
を
本

　
か
ら
三
十
～
四
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い

　
離
し
て
読
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
暗
い
所
で
本
を
読
む
の
は

　
や
め
ま
し
ょ
う
。

＊
視
力
の
低
下
が
分
か
っ
た
場
合
は
、

　
速
や
か
に
専
門
医
の
診
察
を
受
け

　
ま
し
ょ
・
つ
。

お風呂場の電気洗濯機には

必ず漏電遮断器とアースを1

唾，濁、
、て亀雰

O
。

。
。

、

吋・ぴ

　㌧脳ぢ　　、／
お風呂場は特に感電しやすいところなので、

必ず漏電遮断器とアースをつけて、感電事故

を防止しましょう。

　　　　　　　　　　働東北電気保安協会

日
SGマーク

『圧力なべ』

無理に開けない

事
　
故
　
例

暮
ら
し
の
知
恵

圧力をさげてから開ける

　
圧
力
な
べ
が
人
気
を
あ
つ
め
て
い

ま
す
が
、
普
通
の
な
べ
と
ち
が
っ
て

な
べ
の
気
圧
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

な
べ
内
の
圧
力
が
完
全
に
さ
が
っ
て

い
な
い
う
ち
に
、
ふ
た
を
開
き
ヤ
ケ

ド
を
し
た
と
い
う
事
故
が
起
き
て
い

ま
す
。

し
＼

　
　
　
う

G
￥
う

　
　
　
し

　
　
　
　
　
ろ
、

▼
豆
を
煮
て
い
て
ガ
ス
を
止
め
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
突
然
爆
発
、
ガ
ス
レ

ン
ジ
と
食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
が
破
損
し
、

安
全
装
置
（
弁
）
が
飛
ん
で
い
た
。

使
用
者
は
右
示
指
打
撲
、
事
故
原
因

は
安
全
装
置
の
組
立
ミ
ス
。

▼
重
ね
ふ
た
式
な
べ
で
、
お
か
ゆ
を

作
り
圧
力
を
さ
げ
る
と
き
噴
出
し
て

ヤ
ケ
ド
。
原
因
は
、
こ
の
な
べ
は
お

も
り
を
一
段
だ
け
引
き
あ
げ
る
と
こ

　
圧
力
を
さ
げ
て
か
ら
、
ふ
た
を
と

る
こ
と
、
ふ
た
の
開
閉
装
置
が
重
い

と
き
は
無
理
に
開
け
な
い
、
と
い
う

こ
く
基
本
的
な
扱
い
を
怠
っ
た
た
め

に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
圧
力
な
べ
は
、
普
通
の
な
べ
に
な

い
利
点
が
あ
る
反
面
、
取
扱
い
を
誤

る
と
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
製

品
で
す
。
圧
力
な
べ
の
よ
さ
を
い
か

す
た
め
に
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理
解
し
た
う
え
で

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
お
も
り
そ
の
も
の
を
抜
い
て
し

ま
っ
た
た
め
の
事
故
。

▼
料
理
講
習
会
で
煮
炊
き
後
、
お
も

り
の
操
作
を
し
な
い
で
二
人
が
か
り

で
あ
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
な
か

の
煮
物
が
ふ
き
出
て
、
ひ
と
り
は
左

胸
、
ひ
と
り
は
胸
と
右
下
肢
退
部
に

そ
れ
ぞ
れ
ヤ
ケ
ド
。

▼
蒸
気
が
で
は
じ
め
た
の
で
火
を
止

め
、
お
も
り
を
取
る
と
ゆ
で
汁
が
で

て
き
た
の
で
再
び
お
も
り
を
し
、
ふ

、984皿

広報

た
を
あ
け
よ
う
と
、
い
じ
っ
て
い
る

う
ち
に
開
い
て
中
味
が
と
び
散
り
、

顔
、
両
腕
、
肩
、
背
中
に
ヤ
ケ
ド
、

＋
日
間
通
院
。

▼
お
し
る
こ
を
作
っ
て
放
置
十
八
分

後
開
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
の
で
三
人
で
い
じ
っ
て

い
る
と
爆
発
、
十
三
歳
の
少
女
は
顔

と
首
に
ヤ
ケ
ド
を
し
、
二
週
間
の
入

院
と
二
週
間
の
通
院
。
母
親
と
も
う

ひ
と
り
も
腕
に
ヤ
ケ
ド
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渉
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『文化と農業』健在

予
想
以
上
の
豊
作
で

　
　
　
　
　
　
　
　
祭
り
盛
り
上
が
る

　
農
山
村
の
文
化
と
農
業
の
健
在
ぶ

り
を
示
す
町
農
業
察
が
十
月
二
十
八

日
に
開
か
れ
、
三
回
目
の
今
年
は
一

段
と
盛
り
あ
が
り
を
見
せ
た
。

　
家
族
連
れ
の
ム
ラ
人
た
ち
は
、
早

朝
か
ら
会
場
の
自
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
に
押
し
寄
せ
、
繰
り
広
げ
ら
れ
る

多
彩
な
行
事
を
楽
し
ん
だ
。
広
場
に

う
ず
巻
く
人
の
波
は
、
折
か
ら
の
冷

た
い
秋
雨
を
ハ
ネ
返
し
、
町
民
体
育

館
は
、
芸
能
を
た
ん
能
す
る
老
若
男

女
で
埋
ま
り
、
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　
浦
田
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
が

演
じ
た
音
楽
劇
「
、
・
、
ヨ
ウ
キ
ン
」
は
、

〔3〕広報まつのやま

凶
灘
、
．

第1回松之山町
　　　良質米安定多収穫共励会入賞者
〉米収量の部

稲株と玄米の展示に農家の関心があつまった

観
衆
を
魅
了
せ
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。

シ
ー
ン
と
静
ま
り
返
っ
た
会
場
に
は
、

そ
っ
と
涙
を
虹
ぐ
う
婦
人
の
姿
も
あ

っ
た
。
胸
に
迫
る
感
動
を
抑
え
切
れ

た
か
っ
た
人
々
が
、
少
な
く
な
い
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
前
H
の
舞
台
を
飾

っ
た
、
上
川
手
歌
舞
伎
保
存
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
「
菅
原
伝
授
乎
習
鑑
－

寺
チ
屋
の
揚
」
の
上
淑
成
功
は
、
特

筆
す
る
に
値
し
よ
う
。
十
六
人
の
役

者
の
息
の
合
っ
た
好
演
に
、
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
三
省
小
学

校
児
童
に
よ
る
「
少
年
三
番
曳
」
と

共
に
、
続
け
て
ほ
し
い
伝
統
芸
能
の

「
米
収
量
の
部
」

最
優
秀
賞
は
小
野
塚
徳
一
さ
ん

　
　
　
　
　
十
ア
ー
ル
当
た
り
　
七
〇
四
キ
ロ

「
米
代
金
の
部
」
の
最
優
秀
賞
久
保
田
喜
一
さ
ん

　
第
　
回
松
之
山
町
良
質
米
安
定
多

収
穫
共
励
会
は
、
ノ
ー
”
f
ー
疏
脚

し
た
農
業
所
得
の
増
大
と
、
良
質
米

の
生
産
向
L
を
め
ざ
し
、
東
頸
城
農

業
改
良
普
及
所
松
代
支
所
、
町
農
業

委
員
会
、
各
農
業
協
同
組
合
の
協
賛

を
得
て
、
今
年
始
め
て
ス
タ
ー
ト
し

た
も
の
で
あ
る
．

　
町
内
の
農
家
組
合
か
ら
推
薦
さ
れ

た
五
十
二
人
の
篤
農
家
に
よ
っ
て
、

十
ア
ー
ル
当
た
り
米
収
最
と
米
代
金

が
競
わ
れ
、
別
表
の
よ
う
に
入
賞
者

が
決
っ
た
。

　
「
米
収
娃
の
部
」
で
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
小
野
塚
徳
一
さ
ん
（
東
用
）

の
、
し
百
四
キ
。
と
い
う
成
績
は
、
山

…
川
地
稲
作
に
大
き
な
．
男
気
を
与
え
る

快
拳
と
い
え
る
。
ま
た
、
　
「
米
代
金

の
部
」
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
久

保
川
喜
一
さ
ん
（
曽
根
）
の
、
二
十

五
万
症
r
円
余
と
い
う
成
績
は
、
販

売
面
に
お
け
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
強
さ

を
物
語
っ
て
い
る
。

入賞区分 住　所 氏　　　名 品　　　種

10アール

当たり精

玄米収量

最優秀賞 東　川 小野塚徳一 新潟早生 704㌔
優秀賞 下川手 志賀　永吉 〃 695

坂　中 竹内　　清 〃 685

優良賞 湯　本 高橋　文郎 アキヒカリ 684
〃 光　問 津端　克己 〃 671

〃 水　梨 相沢　春義 新潟早生 670
〃 中　尾 樋ロヨミ子 〃 661

天水越 佐藤　良雄 アキヒカリ 657

奨励賞 〃 佐藤　英勝 新　6　号 651

〃 松之山 村山　敏一 新潟早生 647
〃 下川手 志賀　昭一 〃 627
〃 中立山 佐藤　忠義 〃 597
〃 東　川 丸山　嘉幸 〃 596

坪　野 村山　恒雄 〃 589
〃 湯　山 樋口　清一 五百万石 585

＞米代金の部

入賞区分 住　所 氏　　　名 品　　種

10アール

当たり精

玄米代金

最優秀賞 曽　根 久保田喜一 コシヒカリ 255，758円

優秀賞 下川手 村山　寿雄 〃 243，727

上川手 村山　貞雄 〃 234，412

優良賞 東　川 小野塚吉麿 〃 230，920

〃 小　谷 和久井豊治 五百万石 229，703

〃 兎　口 樋口　藤夫 コシヒカリ 223，934

〃 上蝦池 小野塚常定 〃 221，993

〃 藤　倉 若月三太郎 221，605

奨励賞 曽　根 倉重徳次郎 〃 220，441

〃 水　梨 中島　忠信 〃 219，665

〃 大荒戸 高沢　松次 218，500

〃 中　尾 高橋　ミチ 〃 218，112

〃 上川手 村山　正実 217，336

〃 水　梨 相沢　良三 216，948

＞米代金の部

…
し
物
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
文
化
協
会
に
よ
る
民
謡
、
踊
り
、

詩
吟
、
太
鼓
、
演
奏
な
ど
も
か
っ
さ

い
を
浴
び
た
。
こ
れ
ら
は
年
々
水
準

が
あ
が
っ
て
い
る
と
、
評
価
す
る
声

が
多
い
．

　
こ
と
し
新
た
に
加
わ
っ
た
「
良
質

米
共
励
会
」
。
稲
株
と
玄
米
の
展
．
小

場
に
は
、
二
百
六
十
人
余
の
人
が
足

を
止
め
て
、
五
卜
二
点
の
出
品
に
見

人
っ
た
。
今
ま
さ
に
見
直
さ
れ
つ
つ

あ
る
稲
作
に
対
す
る
、
，
住
民
の
関
心

の
高
さ
を
裏
打
ち
す
る
情
景
だ
っ
た
。

特
に
農
家
主
婦
の
人
気
を
集
め
た
の

は
、
う
れ
し
い
。

　
晴
れ
て
町
長
賞
を
受
賞
し
た
、
稲

作
の
熱
心
家
た
ち
は
、
報
い
ら
れ
た

労
苫
に
、
喜
び
を
か
み
し
め
た
。

　
「
伝
え
て
行
き
た
い
わ
が
家
の
味

伎舞歌手上た
　
つカカカき磨と段

　
「に芸

と
香
り
」
展
．
小
場
。
お
母
さ
ん
た
ち

の
”
心
の
味
と
香
り
”
の
し
み
込
ん

だ
、
貴
い
八
干
品
の
料
理
が
、
所
狭

し
と
並
ん
だ
。
メ
モ
を
取
る
ふ
る
壁

会
貝
の
姿
も
あ
っ
た
。
生
活
改
良
普

及
員
も
、
説
明
に
大
わ
ら
わ
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ヂ
打
ち
そ
ば
、
も

ち
、
ポ
ン
菓
子
に
、
人
気
が
集
中
。

食
欲
の
秋
に
、
婦
人
会
な
ど
諸
団
体

が
手
塩
に
か
け
た
約
下
六
百
食
を
、

弔
ら
げ
た
。
野
菜
、
牛
肉
、
そ
れ
に

商
工
会
婦
人
部
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ー
ナ
ー
は
、
ま
た
た
く
間
に
売
り
切

れ
と
な
っ
た
。

　
美
術
展
は
、
そ
の
水
準
の
高
さ
を

誇
．
小
、
感
嘆
の
声
が
も
れ
て
い
た
。

町
を
拳
げ
た
祭
り
の
余
韻
が
残
る
ふ

る
里
に
、
や
が
て
冬
が
来
る
。
．

音楽劇「ミヨウキン」を演じた浦田小、中学校の皆さん

総合優勝、高橋さんの紅白

チャリテーの
　　　　　　売り上げ金寄付

町商工会婦人部では、農業祭で、引き出物

など不用品のチャリティーを行ない、その売

り上げ金58，091円を町社会福祉協議会に寄付

した。

“
豫
ぐ
塞
石
躍

　
　
総
合
優
勝
は
高
橋
さ
ん

　
第
レ
六
回
松
之
由
町
錦
鯉
品
評
会

に
は
ト
八
人
、
兀
卜
二
尾
が
出
品
さ

れ
、
体
長
別
の
κ
部
門
に
分
か
れ
審

査
さ
れ
た
。
各
部
門
の
人
賞
者
は
次

の
通
り
。

▽
総
合
優
勝

　
．
糸
ゼ
」
　
　
　
　
高
橋
弔
八
郎

▽
総
合
準
優
勝

　
「
三
色
」
　
　
　
　
丸
山
　
定
一

▽
ジ
ャ
ン
ボ
賞

　
「
紅
白
」
　
　
　
　
樋
日
　
ヨ
シ

▼
一
部
（
卜
八
セ
ン
チ
未
満
V

　
優
勝
「
紅
白
」
高
橋
平
八
郎
。
　
一

　
等
「
三
色
」
樋
口
幸
雄
、
「
そ
の

他
」
丸
山
サ
ワ
．

▼
二
部
（
．
、
卜
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
紅
白
」
樋
日
ヨ
シ
。
　
一
等

　
「
そ
の
他
」
畔
圭
勝
治
。

▼
三
部
（
一
．
一
十
κ
セ
ン
チ
未
満
V

　
優
勝
「
白
写
ダ
イ
ヤ
」
竹
内
清
司
。

　
一
等
「
紅
白
」
高
橋
平
八
郎
。
「
三

色
」
樋
口
幸
雄
．

▼
四
部
（
四
卜
κ
セ
ン
チ
米
満
）

　
優
勝
「
三
色
」
丸
山
定
㎜
。
　
一
等

　
「
紅
白
」
竹
内
清
司
、
「
そ
の
他
」

　
丸
由
サ
ワ
。

▼
κ
部
（
四
卜
κ
セ
ン
チ
以
上
）

優
勝
「
紅
白
」
久
保
爾
寿
栄
。
　
｝

等
．
三
色
し
丸
山
サ
ワ
、
　
「
そ
の

他
」
丸
山
サ
ワ
。
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『文化と農業』健在

予
想
以
上
の
豊
作
で

　
　
　
　
　
　
　
　
祭
り
盛
り
上
が
る

　
農
山
村
の
文
化
と
農
業
の
健
在
ぶ

り
を
示
す
町
農
業
察
が
十
月
二
十
八

日
に
開
か
れ
、
三
回
目
の
今
年
は
一

段
と
盛
り
あ
が
り
を
見
せ
た
。

　
家
族
連
れ
の
ム
ラ
人
た
ち
は
、
早

朝
か
ら
会
場
の
自
然
休
養
村
セ
ン
タ

ー
に
押
し
寄
せ
、
繰
り
広
げ
ら
れ
る

多
彩
な
行
事
を
楽
し
ん
だ
。
広
場
に

う
ず
巻
く
人
の
波
は
、
折
か
ら
の
冷

た
い
秋
雨
を
ハ
ネ
返
し
、
町
民
体
育

館
は
、
芸
能
を
た
ん
能
す
る
老
若
男

女
で
埋
ま
り
、
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

　
浦
田
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
が

演
じ
た
音
楽
劇
「
、
・
、
ヨ
ウ
キ
ン
」
は
、

〔3〕広報まつのやま

凶
灘
、
．

第1回松之山町
　　　良質米安定多収穫共励会入賞者
〉米収量の部

稲株と玄米の展示に農家の関心があつまった

観
衆
を
魅
了
せ
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。

シ
ー
ン
と
静
ま
り
返
っ
た
会
場
に
は
、

そ
っ
と
涙
を
虹
ぐ
う
婦
人
の
姿
も
あ

っ
た
。
胸
に
迫
る
感
動
を
抑
え
切
れ

た
か
っ
た
人
々
が
、
少
な
く
な
い
。

　
こ
れ
よ
り
先
、
前
H
の
舞
台
を
飾

っ
た
、
上
川
手
歌
舞
伎
保
存
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
「
菅
原
伝
授
乎
習
鑑
－

寺
チ
屋
の
揚
」
の
上
淑
成
功
は
、
特

筆
す
る
に
値
し
よ
う
。
十
六
人
の
役

者
の
息
の
合
っ
た
好
演
に
、
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
三
省
小
学

校
児
童
に
よ
る
「
少
年
三
番
曳
」
と

共
に
、
続
け
て
ほ
し
い
伝
統
芸
能
の

「
米
収
量
の
部
」

最
優
秀
賞
は
小
野
塚
徳
一
さ
ん

　
　
　
　
　
十
ア
ー
ル
当
た
り
　
七
〇
四
キ
ロ

「
米
代
金
の
部
」
の
最
優
秀
賞
久
保
田
喜
一
さ
ん

　
第
　
回
松
之
山
町
良
質
米
安
定
多

収
穫
共
励
会
は
、
ノ
ー
”
f
ー
疏
脚

し
た
農
業
所
得
の
増
大
と
、
良
質
米

の
生
産
向
L
を
め
ざ
し
、
東
頸
城
農

業
改
良
普
及
所
松
代
支
所
、
町
農
業

委
員
会
、
各
農
業
協
同
組
合
の
協
賛

を
得
て
、
今
年
始
め
て
ス
タ
ー
ト
し

た
も
の
で
あ
る
．

　
町
内
の
農
家
組
合
か
ら
推
薦
さ
れ

た
五
十
二
人
の
篤
農
家
に
よ
っ
て
、

十
ア
ー
ル
当
た
り
米
収
最
と
米
代
金

が
競
わ
れ
、
別
表
の
よ
う
に
入
賞
者

が
決
っ
た
。

　
「
米
収
娃
の
部
」
で
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
小
野
塚
徳
一
さ
ん
（
東
用
）

の
、
し
百
四
キ
。
と
い
う
成
績
は
、
山

…
川
地
稲
作
に
大
き
な
．
男
気
を
与
え
る

快
拳
と
い
え
る
。
ま
た
、
　
「
米
代
金

の
部
」
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
久

保
川
喜
一
さ
ん
（
曽
根
）
の
、
二
十

五
万
症
r
円
余
と
い
う
成
績
は
、
販

売
面
に
お
け
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
強
さ

を
物
語
っ
て
い
る
。

入賞区分 住　所 氏　　　名 品　　　種

10アール

当たり精

玄米収量

最優秀賞 東　川 小野塚徳一 新潟早生 704㌔
優秀賞 下川手 志賀　永吉 〃 695

坂　中 竹内　　清 〃 685

優良賞 湯　本 高橋　文郎 アキヒカリ 684
〃 光　問 津端　克己 〃 671

〃 水　梨 相沢　春義 新潟早生 670
〃 中　尾 樋ロヨミ子 〃 661

天水越 佐藤　良雄 アキヒカリ 657

奨励賞 〃 佐藤　英勝 新　6　号 651

〃 松之山 村山　敏一 新潟早生 647
〃 下川手 志賀　昭一 〃 627
〃 中立山 佐藤　忠義 〃 597
〃 東　川 丸山　嘉幸 〃 596

坪　野 村山　恒雄 〃 589
〃 湯　山 樋口　清一 五百万石 585

＞米代金の部

入賞区分 住　所 氏　　　名 品　　種

10アール

当たり精

玄米代金

最優秀賞 曽　根 久保田喜一 コシヒカリ 255，758円

優秀賞 下川手 村山　寿雄 〃 243，727

上川手 村山　貞雄 〃 234，412

優良賞 東　川 小野塚吉麿 〃 230，920

〃 小　谷 和久井豊治 五百万石 229，703

〃 兎　口 樋口　藤夫 コシヒカリ 223，934

〃 上蝦池 小野塚常定 〃 221，993

〃 藤　倉 若月三太郎 221，605

奨励賞 曽　根 倉重徳次郎 〃 220，441

〃 水　梨 中島　忠信 〃 219，665

〃 大荒戸 高沢　松次 218，500

〃 中　尾 高橋　ミチ 〃 218，112

〃 上川手 村山　正実 217，336

〃 水　梨 相沢　良三 216，948

＞米代金の部

…
し
物
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
文
化
協
会
に
よ
る
民
謡
、
踊
り
、

詩
吟
、
太
鼓
、
演
奏
な
ど
も
か
っ
さ

い
を
浴
び
た
。
こ
れ
ら
は
年
々
水
準

が
あ
が
っ
て
い
る
と
、
評
価
す
る
声

が
多
い
．

　
こ
と
し
新
た
に
加
わ
っ
た
「
良
質

米
共
励
会
」
。
稲
株
と
玄
米
の
展
．
小

場
に
は
、
二
百
六
十
人
余
の
人
が
足

を
止
め
て
、
五
卜
二
点
の
出
品
に
見

人
っ
た
。
今
ま
さ
に
見
直
さ
れ
つ
つ

あ
る
稲
作
に
対
す
る
、
，
住
民
の
関
心

の
高
さ
を
裏
打
ち
す
る
情
景
だ
っ
た
。

特
に
農
家
主
婦
の
人
気
を
集
め
た
の

は
、
う
れ
し
い
。

　
晴
れ
て
町
長
賞
を
受
賞
し
た
、
稲

作
の
熱
心
家
た
ち
は
、
報
い
ら
れ
た

労
苫
に
、
喜
び
を
か
み
し
め
た
。

　
「
伝
え
て
行
き
た
い
わ
が
家
の
味

伎舞歌手上た
　
つカカカき磨と段

　
「に芸

と
香
り
」
展
．
小
場
。
お
母
さ
ん
た
ち

の
”
心
の
味
と
香
り
”
の
し
み
込
ん

だ
、
貴
い
八
干
品
の
料
理
が
、
所
狭

し
と
並
ん
だ
。
メ
モ
を
取
る
ふ
る
壁

会
貝
の
姿
も
あ
っ
た
。
生
活
改
良
普

及
員
も
、
説
明
に
大
わ
ら
わ
。

　
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ヂ
打
ち
そ
ば
、
も

ち
、
ポ
ン
菓
子
に
、
人
気
が
集
中
。

食
欲
の
秋
に
、
婦
人
会
な
ど
諸
団
体

が
手
塩
に
か
け
た
約
下
六
百
食
を
、

弔
ら
げ
た
。
野
菜
、
牛
肉
、
そ
れ
に

商
工
会
婦
人
部
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ー
ナ
ー
は
、
ま
た
た
く
間
に
売
り
切

れ
と
な
っ
た
。

　
美
術
展
は
、
そ
の
水
準
の
高
さ
を

誇
．
小
、
感
嘆
の
声
が
も
れ
て
い
た
。

町
を
拳
げ
た
祭
り
の
余
韻
が
残
る
ふ

る
里
に
、
や
が
て
冬
が
来
る
。
．

音楽劇「ミヨウキン」を演じた浦田小、中学校の皆さん

総合優勝、高橋さんの紅白

チャリテーの
　　　　　　売り上げ金寄付

町商工会婦人部では、農業祭で、引き出物

など不用品のチャリティーを行ない、その売

り上げ金58，091円を町社会福祉協議会に寄付

した。

“
豫
ぐ
塞
石
躍

　
　
総
合
優
勝
は
高
橋
さ
ん

　
第
レ
六
回
松
之
由
町
錦
鯉
品
評
会

に
は
ト
八
人
、
兀
卜
二
尾
が
出
品
さ

れ
、
体
長
別
の
κ
部
門
に
分
か
れ
審

査
さ
れ
た
。
各
部
門
の
人
賞
者
は
次

の
通
り
。

▽
総
合
優
勝

　
．
糸
ゼ
」
　
　
　
　
高
橋
弔
八
郎

▽
総
合
準
優
勝

　
「
三
色
」
　
　
　
　
丸
山
　
定
一

▽
ジ
ャ
ン
ボ
賞

　
「
紅
白
」
　
　
　
　
樋
日
　
ヨ
シ

▼
一
部
（
卜
八
セ
ン
チ
未
満
V

　
優
勝
「
紅
白
」
高
橋
平
八
郎
。
　
一

　
等
「
三
色
」
樋
口
幸
雄
、
「
そ
の

他
」
丸
山
サ
ワ
．

▼
二
部
（
．
、
卜
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
優
勝
「
紅
白
」
樋
日
ヨ
シ
。
　
一
等

　
「
そ
の
他
」
畔
圭
勝
治
。

▼
三
部
（
一
．
一
十
κ
セ
ン
チ
未
満
V

　
優
勝
「
白
写
ダ
イ
ヤ
」
竹
内
清
司
。

　
一
等
「
紅
白
」
高
橋
平
八
郎
。
「
三

色
」
樋
口
幸
雄
．

▼
四
部
（
四
卜
κ
セ
ン
チ
米
満
）

　
優
勝
「
三
色
」
丸
山
定
㎜
。
　
一
等

　
「
紅
白
」
竹
内
清
司
、
「
そ
の
他
」

　
丸
由
サ
ワ
。

▼
κ
部
（
四
卜
κ
セ
ン
チ
以
上
）

優
勝
「
紅
白
」
久
保
爾
寿
栄
。
　
｝

等
．
三
色
し
丸
山
サ
ワ
、
　
「
そ
の

他
」
丸
山
サ
ワ
。
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最
低
賃
金
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
旦
二
、
二
四
九
円
以
上
で
す
か
〃

　
最
低
賃
金
制
と
は
、
国
が
賃
金
の

最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
に
対
し

て
、
そ
れ
よ
り
低
い
賃
金
を
労
働
者

に
支
払
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
制

度
で
す
．

　
使
用
者
が
最
低
賃
金
額
よ
り
低
い

賃
金
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
処
罰
の

対
象
と
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
か
り
に

最
低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃
金
を
労
使

合
意
の
う
え
｛
．
疋
め
て
も
、
そ
れ
は
無

効
と
さ
れ
、
最
低
賃
金
額
と
同
じ
ル
疋

め
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
最
低
賃
金
は
、
胆
裳
所
で
は
た
ら

く
常
用
・
臨
時
・
。
ハ
ー
ト
な
ど
の
す

べ
て
の
労
働
者
と
労
働
者
を
一
人
で

も
使
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
使
川
者

に
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
身
の
障
害
に
よ
り
箸
し
く
労
働

能
力
の
低
い
人
や
試
用
期
問
中
の
人

な
ど
の
よ
う
に
、
一
般
の
労
働
者
と

労
働
能
九
な
ど
が
異
な
る
た
め
、
最

低
賃
金
を
画
一
的
に
適
川
す
る
こ
と

が
必
ず
し
も
適
当
で
な
い
労
働
者
に

つ
い
て
は
、
県
労
働
基
準
局
の
許
．
円

を
条
件
と
し
て
個
別
に
除
外
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
．

　
適
用
除
外
許
呼
を
受
け
よ
う
と
す

る
場
八
・
は
、
巾
請
書
を
所
轄
の
労
働

基
準
監
督
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
潟
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃
金
は
、
卜

月
．
κ
H
か
ら
一
日
．
二
、
二
四
九
円
（
時

問
給
の
労
働
者
は
一
時
間
四
〇
七
円
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
く
わ
し
く
は
ト
H
町
労
働
基
準
監

督
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

死者の大半は

　大人の不注意から
美術展

外
出
す
る
と
き
は

　
　
「
火
の
元
」
の
確
認
を

　
チ
供
だ
け
を
残
し
て
外
出
す
る
こ

と
は
、
で
き
る
だ
け
避
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
や
む
を
得
ず
そ
う

い
う
状
況
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
ス

ト
f
ブ
、
コ
ン
ロ
な
ど
の
火
気
使
川

器
具
の
火
を
必
ず
消
し
、
火
の
地
の

始
末
を
確
認
し
て
か
ら
外
出
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
出
人
H
の
施
錠
は
、
万
一

の
場
八
・
の
避
難
を
考
え
て
お
く
と
と

も
に
、
隣
近
所
に
ヂ
供
だ
け
を
残
し

て
外
出
す
る
こ
乏
を
伝
え
て
お
く
こ

と
も
必
要
で
す
。

子
供
に
『
火
』
の

　
　
　
恐
ろ
し
さ
を
教
え
て

　
ヂ
供
は
火
に
対
し
強
い
興
味
を
示

す
反
面
、
火
災
に
つ
な
が
る
火
の
恐

ろ
し
さ
に
つ
い
て
の
認
識
は
不
十
分

で
す
．

　
ま
た
、
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
f
な
ど

出
火
の
原
因
と
な
る
も
の
は
、
子
供

の
乎
の
届
か
な
い
場
所
に
保
管
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
（
東
頸
城
消
防
署
松
之
山
分
遣
所
）

郡
展
賞
（
書
道
）
に

　
　
　
田
辺
誠
一
一
さ
ん

　
第
三
回
東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会
が

十
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
、

松
代
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
書
道
．
五
十
八
点
、
絵
画
四
十
七
点
、

彫
塑
、
工
芸
十
一
π
点
、
写
真
八
卜
三

点
の
力
作
が
出
品
さ
れ
た
。
松
之
山

町
か
ら
は
四
部
門
に
五
十
点
が
出
品

さ
れ
、
書
道
で
旧
辺
誠
二
さ
ん
が
郡

展
賞
に
、
本
山
智
子
さ
ん
、
本
山
久

皿
．
讐
～
欝
鷺
羅
禁
釜

濫
葱
鶴
愈
魯
幽
霧
皇

〉
郡
展
賞
「
白
虎
隊
佐
原
盛
純
の
詩
」
田
辺
誠
二
さ
ん
（
松
口
）

臓鐸鋸

顧欝
耀糞琶

▼「六華映ゆ」猪俣栄二さん

　
　
　
　
（
松
ロ
）

美
子
さ
ん
が
奨
励
賞
。
絵
画
で
猪
俣

栄
二
さ
ん
が
奨
励
賞
に
選
ば
れ
た
．

　
郡
展
賞
を
受
賞
し
た
田
辺
さ
ん
の

作
品
は
「
ポ
イ
ン
ト
を
心
得
て
良
く

ま
と
め
、
線
の
変
化
に
も
工
夫
し
て

あ
り
、
永
年
の
鍛
練
の
積
み
重
ね
が

う
か
が
わ
れ
る
秀
れ
た
作
品
」
と
審
査

員
、
早
川
素
秋
先
生
の
講
評
で
あ
っ
た
。

　
郡
展
受
賞
者
は
吹
の
通
り
。

＜
「
杜
甫
詩
」
本
山
智
子
さ
ん
（
浦
田
）

豪
雪
基
金
の
パ
ン
フ
作
成

　
　
　
善
意
の
募
金
呼
び
か
け

　
松
之
山
町
に
と
っ
て
老
人
福
祉
と

は
、
屋
根
の
φ
、
掘
り
を
い
か
に
楽
に

し
て
あ
げ
る
か
が
問
題
だ
と
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
「
豪
壁
，
対
策
基

金
」
を
．
五
月
に
創
設
し
た
。

　
こ
の
基
金
の
募
金
を
呼
び
か
け
る

。

ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
こ
の
ほ
ど
一
乎
部

作
成
。
町
内
や
東
京
方
面
の
町
出
身

者
（
校
友
会
）
な
ど
に
配
布
し
て
、

本
格
的
な
募
金
活
動
を
始
め
た
。

　
基
金
の
積
航
目
標
額
は
、
九
年
間
で

五
壬
、
乃
円
、
こ
の
基
金
を
頭
金
．
し
そ

の
利
子
収
益
で
三
百
戸
か
ら
四
百
戸

位
の
老
人
家
庭
な
ど
の
除
雨
，
を
救
う

と
い
う
も
の
で
、
．
κ
年
に
｝
度
の
豪

雨
馴
を
仮
定
し
て
い
る
。

　
目
標
額
．
＾
．
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額
二
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佐
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司
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詩
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六
華
映
ゆ
」

　
猪
俣
　
栄
二
　
　
（
松
之
山
町
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▽
奨
励
轡
員
「
遠
い
日
」

　
仙
田
　
和
美
　

（
安
塚
町
）

百
．
力
円
は
、
町
よ
り
毎
年
．
＾
．
百
．
〃
円

づ
っ
κ
．
年
闘
補
助
．
の
こ
り
の
半
分

は
㎜
般
か
ら
寄
付
金
を
集
め
る
。

　
↓
般
か
ら
の
募
金
は
、
　
一
目
一
、
〃

円
で
．
κ
年
嗣
継
続
寄
付
と
な
っ
て
い

る
が
、
雅
務
局
で
は
額
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
、
　
一
時
金
の
寄
付
で
も
よ

い
の
で
暖
か
い
こ
援
助
を
お
願
い
し

ま
す
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
こ
の
呼
び
か
け
に
、
さ
っ
そ
く
町

会
議
員
や
商
店
、
旅
館
、
建
設
業
者

な
ど
町
内
か
ら
．
白
ニ
レ
四
日
。
県
内

と
県
外
か
ら
約
．
左
卜
口
の
申
し
込
み

が
あ
る
好
調
な
ス
タ
ー
ト
。

　
加
人
申
し
、
込
み
、
詳
細
は
町
役
場

住
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課
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、
松
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福
祉
協

議
会
へ
。
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。
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労
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月
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κ
H
か
ら
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日
．
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H
町
労
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監
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死者の大半は

　大人の不注意から
美術展

外
出
す
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と
き
は

　
　
「
火
の
元
」
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チ
供
だ
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f
ブ
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ロ
な
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気
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川

器
具
の
火
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ず
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し
、
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の
地
の

始
末
を
確
認
し
て
か
ら
外
出
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
出
人
H
の
施
錠
は
、
万
一

の
場
八
・
の
避
難
を
考
え
て
お
く
と
と

も
に
、
隣
近
所
に
ヂ
供
だ
け
を
残
し
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出
す
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こ
乏
を
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え
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お
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と
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。
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』
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恐
ろ
し
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ヂ
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味
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反
面
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が
る
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の
恐

ろ
し
さ
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い
て
の
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識
は
不
十
分

で
す
．

　
ま
た
、
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
f
な
ど

出
火
の
原
因
と
な
る
も
の
は
、
子
供

の
乎
の
届
か
な
い
場
所
に
保
管
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
（
東
頸
城
消
防
署
松
之
山
分
遣
所
）

郡
展
賞
（
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）
に

　
　
　
田
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誠
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ん
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城
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催
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。

　
書
道
．
五
十
八
点
、
絵
画
四
十
七
点
、

彫
塑
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れ
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書
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誠
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が
郡

展
賞
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智
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さ
ん
、
本
山
久

皿
．
讐
～
欝
鷺
羅
禁
釜

濫
葱
鶴
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魯
幽
霧
皇

〉
郡
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賞
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白
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隊
佐
原
盛
純
の
詩
」
田
辺
誠
二
さ
ん
（
松
口
）

臓鐸鋸
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耀糞琶

▼「六華映ゆ」猪俣栄二さん
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猪
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．
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イ
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。
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本
山
　
正
平
　
　
（
大
島
村
）

▽
奨
励
賞
「
新
緑
の
頃
」

　
中
村
　
正
夫
　
　
（
牧
村
）

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
町
教
育
委
員
会
、
町
教
員
協
議
会

町
体
育
協
会
、
町
ス
キ
ー
協
会
で
は

今
年
も
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
ジ
ュ
ニ

　
会
員
は
、
町
内
の
小
学
生
、
中
学

生
、
高
校
生
が
対
象
。
松
之
山
温
泉

ス
キ
！
場
で
土
・
日
曜
の
週
末
と
年

末
年
始
の
冬
休
み
な
ど
学
校
が
休
み

の
と
き
指
導
。

ア
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。

　
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
ス
キ
ー
を
と
お

し
て
青
少
年
の
心
身
の
健
全
育
成
と

ス
キ
i
技
術
の
向
上
、
競
技
選
手
の

養
成
が
目
的
で
指
導
料
は
無
料
。

　
申
し
込
み
は
十
一
月
末
ま
で
に
、

各
学
校
の
体
育
担
当
の
先
生
ま
た
は

町
ス
キ
ー
協
会
長
（
柳
靖
治
さ
ん
費

山
ハ
ー
二
五
二
五
）
．
へ
。
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『
農
の
生
け
花
』
勉
強

　
　
　
東
京
か
ら
先
生
を
迎
え

　
文
化
協
会
帳
道
ク
ラ
、
ブ
は
、
卜
月

、
、
卜
．
κ
日
東
京
の
横
井
友
詩
枝
先
生

を
迎
え
て
　
「
農
の
生
け
花
教
室
［
を

開
い
た
．

　
花
材
は
大
根
・
人
参
・
蓮
根
・
粟
・

ク
ワ
イ
な
ど
白
分
達
が
収
護
し
た
野

菜
や
野
山
に
あ
る
花
を
．
花
器
は
乎

桶
・
竹
か
、
、
マ
消
し
つ
ぼ
・
か
め
な

ど
農
村
の
生
活
に
密
着
し
た
も
の
を

使
い
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
生
け
花
を
勉
強
し
た
。

　
講
師
の
横
井
先
生
は
、
農
村
の
人

達
に
農
村
の
美
を
．
再
認
識
し
て
も
ら

お
う
と
、
野
菜
や
果
物
、
白
然
の
花

を
素
材
に
取
り
入
れ
、
型
式
に
と
ら

わ
れ
ず
心
、
で
生
け
る
新
分
野
を
拓
き
、

卜
年
前
か
ら
H
本
農
業
新
…
開
に
「
農

の
生
け
花
」
と
．
題
し
て
月
二
回
連
械

し
て
お
り
、
ま
た
国
内
は
も
と
よ
り

海
外
ま
で
こ
の
生
け
花
を
広
め
て
い
る
。

　
白
然
の
つ
く
っ
た
線
を
じ
ょ
う
ず

に
生
か
し
た
皆
さ
ん
の
作
品
は
大
変

良
く
で
き
て
い
る
。
こ
ん
な
す
ば
ら

し
い
材
料
が
身
近
に
あ
る
こ
と
は
と

て
も
幸
わ
せ
な
こ
と
だ
。
こ
れ
か
ら

は
自
分
肖
身
で
研
究
を
重
．
ね
、
白
ら

の
創
造
で
生
け
て
欲
し
い
。
と
先
生

は
話
し
て
い
た
。

竹カゴに人参の花ト小口清

ス
キ
ー
場
の
P
R

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ス
タ
ー
作
成

　
ス
キ
ー
シ
ー
、
ズ
ン
を
控
え
た
松
之

山
温
泉
ス
キ
i
場
で
は
、
こ
の
ほ
ど

大
き
な
ポ
ス
タ
ー
（
七
四
セ
ン
チ
×

・
、
　
毒

ゆ

一
〇
四
セ
ン
チ
）
を
作
成
し
て
国
鉄

の
駅
や
旅
行
案
内
所
な
ど
に
配
布
し

た
（
写
真
）
．

　
　
　
　
　
　
は
「
新
設
。
親
切
。

　
　
　
　
　
　
滑
裾
盤
、

、
灘

、
、
縫

に
人
っ
て
い
る
と

こ
ろ
と
、
男
性
の

ス
キ
ー
ヤ
ー
二
人

が
ゲ
レ
ン
デ
で
豪

快
に
滑
っ
て
い
る

ク
リ
且
ン
大
作
戦

図
柄
。
ポ
ス
タ
ー
は
二
千
部
印
刷
し

て
県
内
．
白
三
卜
三
の
駅
や
関
來
・
関

西
・
名
古
屋
・
金
沢
な
ど
全
国
に
配

布
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
で
は
リ
フ
ト
の
取
り
付

け
作
業
も
終
り
、
慣
ら
し
運
転
を
し

て
い
る
。

　
ま
た
初
心
者
の
た
め
に
第
一
リ
フ

ト
降
り
場
付
近
な
ど
一
部
ゲ
レ
ン
デ

の
手
直
し
も
行
な
っ
た
。

　
新
築
中
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
ト
一

月
．
卜
旬
声
．
兀
成
を
め
ざ
し
て
急
ピ
ッ
チ

チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
竣
．
王
式
は
十
二

月
十
二
H
、
ス
キ
i
場
開
き
は
ト
ニ

月
十
．
κ
日
を
予
声
疋
し
て
い
る
。

地
域
ご
と
に
道
路
の
清
掃

　
十
一
月
三
H
の
．
文
化
の
目
」
、

町
内
皿
斉
に
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
お

こ
な
わ
れ
た
。

　
空
き
缶
や
空
き
ビ
ン
の
投
げ
捨
て

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
松
之
山
町
に
お
い
て
も
同
様
の

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
．

　
作
戦
当
H
は
、
町
育
年
団
や
町
連

合
婦
人
会
並
び
に
町
内
小
・
中
学
生
、

高
校
生
の
皆
さ
ん
の
「
．
〕
協
力
を
い
た

だ
き
、
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
た
．

　
一
時
問
半
と
短
か
い
時
問
で
し
た

が
、
そ
れ
で
も
四
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
芸
H

分
も
の
日
．
馳
の
、
ゴ
ミ
が
拾
い
集
め
ら
れ

た
の
に
は
、
参
加
し
た
人
達
も
ビ
ツ

く
り
し
た
様
チ
。

　
胡
し
吟
と
い
う
痔
司
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
多
数
の
方
々
か
ら
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
環
境

美
化
意
識
の
高
さ
に
あ
ら
た
め
て
感

心
い
た
し
ま
し
た
．

　
当
口
は
、
三
省
地
区
や
松
里
地
区

の
文
化
祭
が
あ
り
、
忙
し
い
一
日
を

過
し
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
約
八
．
白

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
小
学
生
か
ら
お
年
労
．
朗
り
ま
、
で
へ
’
回

「
、
〕
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
た
い

へ
ん
「
．
』
苫
労
さ
ま
で
し
た
。

整
の
示
ウ
ズ
牛

　
三
省
高
齢
者
学
級

　
　
　
　
　
　
「
北
越
北
線
」

高
齢
者
の
積
極
的
な
地
域
参
加
と

満
た
さ
れ
た
老
齢
生
活
の
推
進
を
今

年
の
学
習
目
標
に
し
て
い
る
ご
一
省
高

齢
者
学
級
、
で
は
、
去
る
几
月
し
“
、

第
三
セ
ク
タ
i
方
式
に
よ
る
運
堂
、
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
へ

　
．
夏
、
キ
ュ
ウ
リ
の
本
体
か
ら
．
）
．
の

葉
が
出
た
お
ば
け
キ
ュ
ウ
リ
が
見
つ

か
り
話
題
と
な
っ
た
が
、
今
度
は
双

子
の
ホ
ウ
、
ズ
キ
が
見
つ
か
り
、
役
場

に
届
け
ら
れ
た
（
写
真
）
。

「
こ
の
ホ
ウ
．
ズ
キ
は
生
け
花
に
使
う

た
め
取
っ
て
き
た
も
の
で
、
一
つ
だ

け
形
の
違
う
大
き
な
実
を
見
つ
け
、

開
い
て
み
た
ら
双
子
な
の
で
び
っ
く

り
し
た
」
と
こ
れ
を
届
け
た
上
川
手

の
佐
藤
さ
ん
は
話
し
て
い
た
。

さ松れ之1一郡卓球大会
　山月
郡田 r二：．

団
体
戦
の
優
勝

「
男
子
・
松
代
」
「
女
子
・
松
之
山
」

の
ル
ー
ト
を
視
察

向
け
て
．
L
喉
が
．
再
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
北
越
北
線
ル
ー
ト
の
視
察
研

修
を
お
こ
な
い
ま
し
た
．
　
一
行
は
松

代
の
駅
予
戸
疋
地
に
て
町
総
務
課
．
長
よ

り
今
H
に
至
る
ま
で
の
経
過
や
、
す

　
　
　
　
　
　
、
で
に
第
三
セ
ク
タ

日

郡
巾
球
大
会
が

位
　
牧
．

団
体
戦
（
女
子
）

優
勝
　
松
之
山
A
。
二
位
　
牧
A

三
位
　
松
之
山
B
。

個
人
戦
（
男
子
）

優
勝
　
柳
　
　
利
彦
（
松
代
）

二
位
　
．
五
十
嵐
　
修
（
牧
）

三
位
　
赤
堀
　
洋
　
　
（
松
代
）

　
個
人
戦
（
女
子
）

優
勝
　
佐
藤
　
二
美
　
　
（
松
之
山
）

二
位
　
長
瀬
　
　
　
　
（
牧
）

三
位
　
高
橋
　
ト
モ
チ
（
松
之
山
）

瓶－
聞く

現いi状るで

に陸営
つ鉄さ
い道れ
て0）て

説
明
を
受
け
た
あ

と
、
卓
窓
よ
う
ル

i
ト
を
見
学
し
な

が
ら
浦
川
原
の
駅

予
声
疋
地
ま
で
到
着
、

帰
り
は
大
島
村
の

板
山
不
動
尊
と
保

倉
園
を
見
学
し
、

こ
の
日
の
学
習
を

終
わ
り
ま
し
た
．

松
之
山
町
民
体
育
館
に
お
い
て
開
催

　
　
郡
内
各
町
村
か
ら
男
女
三
十

五
名
の
選
手
が
参
加
し
た
。

　
久
保
田
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
・
浦

川
原
．
石
田
武
一
・
松
之
山
佐
藤
二
美
、

両
選
手
の
力
強
い
選
手
官
．
折
．
，
口
の
あ
と

競
技
に
う
つ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
な
か
に
も
郡
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

め
ざ
し
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

　
団
体
戦
（
男
子
）

優
勝
　
松
代
。
二
位
　
松
之
山
。
三

文
化
講
演
会

　
　
　
　
ム
ス
　
ヌ

千
野
茂
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
月
1
9
日
（
月
）
午
後
2
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
主
催
・
松
之
山
町
文
化
協
会
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の
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強

　
　
　
東
京
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ら
先
生
を
迎
え

　
文
化
協
会
帳
道
ク
ラ
、
ブ
は
、
卜
月

、
、
卜
．
κ
日
東
京
の
横
井
友
詩
枝
先
生

を
迎
え
て
　
「
農
の
生
け
花
教
室
［
を

開
い
た
．

　
花
材
は
大
根
・
人
参
・
蓮
根
・
粟
・

ク
ワ
イ
な
ど
白
分
達
が
収
護
し
た
野

菜
や
野
山
に
あ
る
花
を
．
花
器
は
乎

桶
・
竹
か
、
、
マ
消
し
つ
ぼ
・
か
め
な

ど
農
村
の
生
活
に
密
着
し
た
も
の
を

使
い
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
生
け
花
を
勉
強
し
た
。

　
講
師
の
横
井
先
生
は
、
農
村
の
人

達
に
農
村
の
美
を
．
再
認
識
し
て
も
ら

お
う
と
、
野
菜
や
果
物
、
白
然
の
花

を
素
材
に
取
り
入
れ
、
型
式
に
と
ら

わ
れ
ず
心
、
で
生
け
る
新
分
野
を
拓
き
、

卜
年
前
か
ら
H
本
農
業
新
…
開
に
「
農

の
生
け
花
」
と
．
題
し
て
月
二
回
連
械

し
て
お
り
、
ま
た
国
内
は
も
と
よ
り

海
外
ま
で
こ
の
生
け
花
を
広
め
て
い
る
。

　
白
然
の
つ
く
っ
た
線
を
じ
ょ
う
ず

に
生
か
し
た
皆
さ
ん
の
作
品
は
大
変

良
く
で
き
て
い
る
。
こ
ん
な
す
ば
ら

し
い
材
料
が
身
近
に
あ
る
こ
と
は
と

て
も
幸
わ
せ
な
こ
と
だ
。
こ
れ
か
ら

は
自
分
肖
身
で
研
究
を
重
．
ね
、
白
ら

の
創
造
で
生
け
て
欲
し
い
。
と
先
生

は
話
し
て
い
た
。

竹カゴに人参の花ト小口清

ス
キ
ー
場
の
P
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ポ
ス
タ
ー
作
成

　
ス
キ
ー
シ
ー
、
ズ
ン
を
控
え
た
松
之

山
温
泉
ス
キ
i
場
で
は
、
こ
の
ほ
ど

大
き
な
ポ
ス
タ
ー
（
七
四
セ
ン
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×

・
、
　
毒

ゆ

一
〇
四
セ
ン
チ
）
を
作
成
し
て
国
鉄

の
駅
や
旅
行
案
内
所
な
ど
に
配
布
し

た
（
写
真
）
．

　
　
　
　
　
　
は
「
新
設
。
親
切
。

　
　
　
　
　
　
滑
裾
盤
、

、
灘

、
、
縫

に
人
っ
て
い
る
と

こ
ろ
と
、
男
性
の

ス
キ
ー
ヤ
ー
二
人

が
ゲ
レ
ン
デ
で
豪

快
に
滑
っ
て
い
る

ク
リ
且
ン
大
作
戦

図
柄
。
ポ
ス
タ
ー
は
二
千
部
印
刷
し

て
県
内
．
白
三
卜
三
の
駅
や
関
來
・
関

西
・
名
古
屋
・
金
沢
な
ど
全
国
に
配

布
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
で
は
リ
フ
ト
の
取
り
付

け
作
業
も
終
り
、
慣
ら
し
運
転
を
し

て
い
る
。

　
ま
た
初
心
者
の
た
め
に
第
一
リ
フ

ト
降
り
場
付
近
な
ど
一
部
ゲ
レ
ン
デ

の
手
直
し
も
行
な
っ
た
。

　
新
築
中
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
ト
一

月
．
卜
旬
声
．
兀
成
を
め
ざ
し
て
急
ピ
ッ
チ

チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
竣
．
王
式
は
十
二

月
十
二
H
、
ス
キ
i
場
開
き
は
ト
ニ

月
十
．
κ
日
を
予
声
疋
し
て
い
る
。

地
域
ご
と
に
道
路
の
清
掃

　
十
一
月
三
H
の
．
文
化
の
目
」
、

町
内
皿
斉
に
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
お

こ
な
わ
れ
た
。

　
空
き
缶
や
空
き
ビ
ン
の
投
げ
捨
て

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
松
之
山
町
に
お
い
て
も
同
様
の

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
．

　
作
戦
当
H
は
、
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育
年
団
や
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連

合
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人
会
並
び
に
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・
中
学
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、

高
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皆
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の
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力
を
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た

だ
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、
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が
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た
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で
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た

が
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H
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も
の
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ミ
が
拾
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れ

た
の
に
は
、
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た
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チ
。
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と
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う
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司
に
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か
わ

ら
ず
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数
の
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か
ら
参
加
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て
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た
だ
き
、
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皆
さ
ん
の
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境

美
化
意
識
の
高
さ
に
あ
ら
た
め
て
感

心
い
た
し
ま
し
た
．

　
当
口
は
、
三
省
地
区
や
松
里
地
区

の
文
化
祭
が
あ
り
、
忙
し
い
一
日
を

過
し
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
約
八
．
白

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
小
学
生
か
ら
お
年
労
．
朗
り
ま
、
で
へ
’
回

「
、
〕
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
た
い

へ
ん
「
．
』
苫
労
さ
ま
で
し
た
。

整
の
示
ウ
ズ
牛

　
三
省
高
齢
者
学
級

　
　
　
　
　
　
「
北
越
北
線
」

高
齢
者
の
積
極
的
な
地
域
参
加
と

満
た
さ
れ
た
老
齢
生
活
の
推
進
を
今

年
の
学
習
目
標
に
し
て
い
る
ご
一
省
高

齢
者
学
級
、
で
は
、
去
る
几
月
し
“
、

第
三
セ
ク
タ
i
方
式
に
よ
る
運
堂
、
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
へ

　
．
夏
、
キ
ュ
ウ
リ
の
本
体
か
ら
．
）
．
の

葉
が
出
た
お
ば
け
キ
ュ
ウ
リ
が
見
つ

か
り
話
題
と
な
っ
た
が
、
今
度
は
双

子
の
ホ
ウ
、
ズ
キ
が
見
つ
か
り
、
役
場

に
届
け
ら
れ
た
（
写
真
）
。

「
こ
の
ホ
ウ
．
ズ
キ
は
生
け
花
に
使
う

た
め
取
っ
て
き
た
も
の
で
、
一
つ
だ

け
形
の
違
う
大
き
な
実
を
見
つ
け
、

開
い
て
み
た
ら
双
子
な
の
で
び
っ
く

り
し
た
」
と
こ
れ
を
届
け
た
上
川
手

の
佐
藤
さ
ん
は
話
し
て
い
た
。

さ松れ之1一郡卓球大会
　山月
郡田 r二：．

団
体
戦
の
優
勝

「
男
子
・
松
代
」
「
女
子
・
松
之
山
」

の
ル
ー
ト
を
視
察

向
け
て
．
L
喉
が
．
再
開
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
北
越
北
線
ル
ー
ト
の
視
察
研

修
を
お
こ
な
い
ま
し
た
．
　
一
行
は
松

代
の
駅
予
戸
疋
地
に
て
町
総
務
課
．
長
よ

り
今
H
に
至
る
ま
で
の
経
過
や
、
す

　
　
　
　
　
　
、
で
に
第
三
セ
ク
タ

日

郡
巾
球
大
会
が

位
　
牧
．

団
体
戦
（
女
子
）

優
勝
　
松
之
山
A
。
二
位
　
牧
A

三
位
　
松
之
山
B
。

個
人
戦
（
男
子
）

優
勝
　
柳
　
　
利
彦
（
松
代
）

二
位
　
．
五
十
嵐
　
修
（
牧
）

三
位
　
赤
堀
　
洋
　
　
（
松
代
）

　
個
人
戦
（
女
子
）

優
勝
　
佐
藤
　
二
美
　
　
（
松
之
山
）

二
位
　
長
瀬
　
　
　
　
（
牧
）

三
位
　
高
橋
　
ト
モ
チ
（
松
之
山
）

瓶－
聞く

現いi状るで

に陸営
つ鉄さ
い道れ
て0）て

説
明
を
受
け
た
あ

と
、
卓
窓
よ
う
ル

i
ト
を
見
学
し
な

が
ら
浦
川
原
の
駅

予
声
疋
地
ま
で
到
着
、

帰
り
は
大
島
村
の

板
山
不
動
尊
と
保

倉
園
を
見
学
し
、

こ
の
日
の
学
習
を

終
わ
り
ま
し
た
．

松
之
山
町
民
体
育
館
に
お
い
て
開
催

　
　
郡
内
各
町
村
か
ら
男
女
三
十

五
名
の
選
手
が
参
加
し
た
。

　
久
保
田
教
育
長
の
あ
い
さ
つ
・
浦

川
原
．
石
田
武
一
・
松
之
山
佐
藤
二
美
、

両
選
手
の
力
強
い
選
手
官
．
折
．
，
口
の
あ
と

競
技
に
う
つ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
な
か
に
も
郡
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

め
ざ
し
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

　
団
体
戦
（
男
子
）

優
勝
　
松
代
。
二
位
　
松
之
山
。
三

文
化
講
演
会

　
　
　
　
ム
ス
　
ヌ

千
野
茂
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
月
1
9
日
（
月
）
午
後
2
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
主
催
・
松
之
山
町
文
化
協
会
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秋
空
の
下
で
健
脚
を
競
う

　
体
育
の
口
の
十
月
十
H
、
第
三
回

町
駅
伝
大
会
が
、
さ
わ
や
か
な
秋
空

の
．
ト
で
行
な
わ
れ
た
。

　
コ
ー
ス
は
咋
年
と
同
じ
十
五
区
問

の
二
十
五
・
八
キ
ロ
を
、
小
学
生
か

ら
四
十
歳
以
上
の
壮
年
ま
、
で
、
各
曽

優
勝
は
松
里
（
A
）
チ
ー
ム

の
男
女
に
よ
る
チ
ー
ム
編
成
で
行
わ

れ
た
。

　
今
年
は
浦
田
と
一
二
省
が
そ
れ
ぞ
れ

一
チ
ー
ム
づ
つ
減
ら
し
た
た
め
九
チ

ー
ム
で
健
脚
を
競
っ
た
。

　
午
前
八
時
半
ピ
ス
ト
ル
の
音
を
合

ト斉浦田中学校前を成年女

図
に
浦
田
中
学
校
前
を
…
斉
に
ス
タ

ー
ト
、
前
半
の
六
区
ま
で
は
．
二
省
チ

ー
ム
が
ト
ッ
ブ
、
し
区
か
ら
九
区
は

浦
田
チ
ー
ム
、
十
・
区
か
ら
十
二
区
ま

で
は
布
川
チ
ー
ム
、
十
三
区
か
ら
ト

五
区
の
．
コ
ー
ル
ま
で
は
松
里
チ
ー
ム

が
ト
ッ
ブ
と
な
る
接
戦
。

　
優
勝
し
た
松
里
チ
ー
ム
は
咋
年
よ

り
四
卜
八
秒
早
い
一
時
間
三
十
．
九
分

四
卜
七
秒
の
人
会
新
。

▽
総
合
成
績
　
　
　
時
問
・
分
・
秒

優
勝
・
松
里
（
A
）
1
・
35
・
0
9

準
優
勝
・
松
之
山
（
A
4
1
・
3
5
・
2
3

3
位
・
布
川
（
A
）
1
・
3
5
・
4
7

4
位
・
浦
田
（
A
）
1
・
3
7
・
1
2

5
位
・
三
省
（
A
）
1
・
3
7
・
5
0

6
位
・
浦
田
（
B
）
1
・
如
・
0
9

▽
区
間
優
勝
者
　
　
　
　
　
分
・
秒

1
区
・
相
沢
美
代
子
（
三
省
）
3
・
1
3

2
区
・
久
保
田
信
秀
（
浦
田
）
5
・
m

3
区
・
中
島
　
健
男
（
三
省
）
7
・
2
1

3
区
・
松
沢
　
佳
長
（
松
之
山
）
7
・
2
1

4
区
・
佐
藤
　
正
利
（
松
里
）
6
・
3
8

5
区
・
佐
藤
　
・
、
王
＝
浦
田
）
7
・
04

6
区
・
津
端
真
紀
子
（
松
之
山
）
3
・
1
9

7
区
・
本
山
　
　
久
（
浦
田
）
4
・
1
4

8
区
・
佐
藤
　
良
子
（
浦
田
）
3
・
2
7

9
区
・
小
野
塚
　
修
（
布
川
）
4
・
4
9

m
区
・
村
山
　
幸
夫
（
布
川
）
8
・
2
0

H
区
・
小
堺
モ
ト
子
（
浦
田
）
3
・
5
9

12
区
・
村
山
　
真
男
（
松
之
山
）
8
・
0
9

13
区
・
高
沢
　
保
彦
（
松
里
）
1
0
・
01

’

14

区
・
相
沢
幸
二
三
省
）
7
・
4
9

15
区
・
村
山
　
知
子
（
松
之
山
）
5
・
5
7

大
厳
寺
牧
場

　
　
　
　
　
9
2
頭
の
牛
が
山
を
下
り
る

年末調整
所
得
税
の
合
計
額
と
、

与
総
額
に
対
す
る
正
規
の
年
税
額
と

は
、
一
致
し
な
い
の
が
普
通
で
す
。

　
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
年
の
中

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
給
与
に
つ
い
て

の
所
得
税
は
、
毎

月
の
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
が
支
払
わ
れ

る
と
き
に
源
泉
徴

収
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
毎
月

源
泉
徴
収
さ
れ
た

　
　
そ
の
年
の
給

途
、
で
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ
る
こ
と

が
あ
る
、
②
生
命
保
険
料
や
損
害
保

険
料
の
控
除
は
、
毎
月
の
税
額
計
算

の
と
き
に
は
差
し
引
か
れ
て
い
な
い
、

③
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
に
適
用

さ
れ
る
税
額
表
は
、
各
月
の
給
料
が

変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
に
給

料
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る
と
き

に
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

の
合
計
額
と
、
一
年
間
の
給
与
総
額

に
対
す
る
年
税
額
と
の
過
不
足
額
の

精
算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
精

算
手
続
を
「
年
末
調
整
」
と
呼
ん
、
で

い
ま
す
。

　
年
末
調
整
は
、
大
部
分
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
に
と
っ
て
確
｛
疋
申
告
に
代
わ

る
大
切
な
手
続
で
あ
る
と
い
え
ま
す

が
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
確
｛
、
疋
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
給
与
の
収
入
金
額
が
一
五
〇
万
円

　
を
超
え
る
人
。

②
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外

　
の
所
得
が
二
〇
万
円
を
超
え
る
人
。

　
な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控

除
や
医
療
費
控
除
、
今
年
初
め
て
住

宅
取
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

な
ど
は
、
確
｛
疋
申
告
を
す
れ
ば
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま

す
。

サラリーマンの

　給与所得控除
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
に
は
所
得
税
が

か
か
り
ま
す
。
こ

の
所
得
税
は
、
給

料
や
ボ
ー
ナ
ス
が

支
払
わ
れ
る
際
、

給
与
の
支
払
者
が

源
泉
徴
収
し
て
納

め
る
こ
と
に
な
っ

イ
し
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
、
で
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
、

必
要
経
費
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
な

ど
と
考
え
ら
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す

が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
も
必
要
経
費

な
ど
の
要
素
を
も
っ
て
い
る
「
給
与

所
得
控
除
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
控
除
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

勤
務
に
伴
う
必
要
経
費
な
ど
の
概
算

控
除
と
し
て
、
給
与
所
得
だ
け
に
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
事
業
所
得

の
必
要
経
費
な
ど
に
相
当
す
る
も
の

で
す
．

　
サ
ラ
リ
！
マ
ン
が
一
年
間
に
支
払

を
受
け
た
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の

収
入
金
額
の
合
計
額
か
ら
、
給
与
所

得
控
除
額
を
差
し
引
い
た
残
り
の
金

額
が
給
与
所
得
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
金
額
か
ら
、
扶
養
控
除
や
基

礎
控
除
な
ど
の
「
所
得
控
除
額
」
を

差
し
引
い
た
残
り
の
金
額
が
課
税
所

得
金
額
、
で
、
こ
れ
に
「
税
率
」
を
掛

け
て
算
出
し
た
額
が
そ
の
年
の
所
得

税
額
で
す
。
　
（
詳
し
く
は
税
務
署
か

役
場
の
税
務
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）
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ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル

　
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
は
、
外
出
中
の
あ

な
た
に
急
用
が
あ
る
と
「
ピ
ー
ピ
ー
」

と
合
図
し
て
く
れ
ま
す
。

　
仕
事
で
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
人
に

連
絡
し
た
い
、
こ
ん
な
と
き
「
ポ
ケ

ッ
ト
ベ
ル
」
が
あ
る
と
、
電
話
で
ア

チ
コ
チ
探
す
必
要
が
な
く
た
い
へ
ん

便
利
で
す
。
こ
の
ほ
ど
松
之
山
町
で

も
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
が
利
用
．
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
の
料
金
は
月
額
二
、

九
〇
〇
円
、
加
入
契
約
の
際
二
〇
、
O

O
O
円
の
保
詮
金
が
必
要
、
で
す
。

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン

　
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
は
、
話
し
中
、
で
も

受
け
ら
れ
る
便
利
な
電
話
で
す
。

　
話
し
中
に
電
話
が
か
か
っ
て
く
る

と
サ
イ
ン
が
｝
．
述
ら
れ
、
い
ま
ま
で
話

し
て
い
た
方
に
待
っ
て
い
た
だ
き
、

か
か
っ
て
き
た
電
話
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
の
方
と
話
し
が
終
っ
た
ら
、

最
初
の
方
と
話
し
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
は
、
電
話
局

の
機
械
に
装
置
を
つ
け
る
だ
け
で
、

電
話
機
は
い
ま
の
ま
ま
、
で
利
用
、
で
き

ま
す
。
料
金
は
月
額
三
．
五
〇
円
、
で
、

工
事
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

コ
ー
ド
レ
ス
ホ
ン

　
コ
ー
ド
レ
ス
ホ
ン
は
、
電
波
を
利

用
し
て
コ
ー
ド
を
不
用
に
し
ま
し
た
。

　
二
十
層
以
内
な
ら
、
話
し
を
し
な

が
ら
自
由
に
移
動
で
き
ま
す
。

　
オ
フ
ィ
ス
や
お
店
な
ど
使
う
場
所

に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
ち
ょ
っ
と
自
由

な
発
想
が
で
き
そ
う
な
電
話
機
で
す
。

　
料
金
は
月
額
三
、
九
〇
〇
円
、
工
事

費
が
八
、
】
O
O
円
で
す
。
電
電
公
社

の
認
｛
、
疋
を
受
け
な
い
類
似
商
品
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
商

品
を
電
話
回
線
に
接
続
し
て
使
用
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

給与所得控除額

給与 所得控除額
7万円

年収額×40％

〃 ×30％＋16万5，000円

〃 ×20％＋49万5，000円

11 ×10％＋109万5，000円

〃 万5，000円

5
年

　給与の年収額
142万5，000円以下

142万5，000円超165万円以下

165万円超　　　　330　〃

330　　〃　　　　　　　　　600　　　〃

600　”　　　　　1000　　〃

OOO　〃
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秋
空
の
下
で
健
脚
を
競
う

　
体
育
の
口
の
十
月
十
H
、
第
三
回

町
駅
伝
大
会
が
、
さ
わ
や
か
な
秋
空

の
．
ト
で
行
な
わ
れ
た
。

　
コ
ー
ス
は
咋
年
と
同
じ
十
五
区
問

の
二
十
五
・
八
キ
ロ
を
、
小
学
生
か

ら
四
十
歳
以
上
の
壮
年
ま
、
で
、
各
曽

優
勝
は
松
里
（
A
）
チ
ー
ム

の
男
女
に
よ
る
チ
ー
ム
編
成
で
行
わ

れ
た
。

　
今
年
は
浦
田
と
一
二
省
が
そ
れ
ぞ
れ

一
チ
ー
ム
づ
つ
減
ら
し
た
た
め
九
チ

ー
ム
で
健
脚
を
競
っ
た
。

　
午
前
八
時
半
ピ
ス
ト
ル
の
音
を
合

ト斉浦田中学校前を成年女

図
に
浦
田
中
学
校
前
を
…
斉
に
ス
タ

ー
ト
、
前
半
の
六
区
ま
で
は
．
二
省
チ

ー
ム
が
ト
ッ
ブ
、
し
区
か
ら
九
区
は

浦
田
チ
ー
ム
、
十
・
区
か
ら
十
二
区
ま

で
は
布
川
チ
ー
ム
、
十
三
区
か
ら
ト

五
区
の
．
コ
ー
ル
ま
で
は
松
里
チ
ー
ム

が
ト
ッ
ブ
と
な
る
接
戦
。

　
優
勝
し
た
松
里
チ
ー
ム
は
咋
年
よ

り
四
卜
八
秒
早
い
一
時
間
三
十
．
九
分

四
卜
七
秒
の
人
会
新
。

▽
総
合
成
績
　
　
　
時
問
・
分
・
秒

優
勝
・
松
里
（
A
）
1
・
35
・
0
9

準
優
勝
・
松
之
山
（
A
4
1
・
3
5
・
2
3

3
位
・
布
川
（
A
）
1
・
3
5
・
4
7

4
位
・
浦
田
（
A
）
1
・
3
7
・
1
2

5
位
・
三
省
（
A
）
1
・
3
7
・
5
0

6
位
・
浦
田
（
B
）
1
・
如
・
0
9

▽
区
間
優
勝
者
　
　
　
　
　
分
・
秒

1
区
・
相
沢
美
代
子
（
三
省
）
3
・
1
3

2
区
・
久
保
田
信
秀
（
浦
田
）
5
・
m

3
区
・
中
島
　
健
男
（
三
省
）
7
・
2
1

3
区
・
松
沢
　
佳
長
（
松
之
山
）
7
・
2
1

4
区
・
佐
藤
　
正
利
（
松
里
）
6
・
3
8

5
区
・
佐
藤
　
・
、
王
＝
浦
田
）
7
・
04

6
区
・
津
端
真
紀
子
（
松
之
山
）
3
・
1
9

7
区
・
本
山
　
　
久
（
浦
田
）
4
・
1
4

8
区
・
佐
藤
　
良
子
（
浦
田
）
3
・
2
7

9
区
・
小
野
塚
　
修
（
布
川
）
4
・
4
9

m
区
・
村
山
　
幸
夫
（
布
川
）
8
・
2
0

H
区
・
小
堺
モ
ト
子
（
浦
田
）
3
・
5
9

12
区
・
村
山
　
真
男
（
松
之
山
）
8
・
0
9

13
区
・
高
沢
　
保
彦
（
松
里
）
1
0
・
01

’

14

区
・
相
沢
幸
二
三
省
）
7
・
4
9

15
区
・
村
山
　
知
子
（
松
之
山
）
5
・
5
7

大
厳
寺
牧
場

　
　
　
　
　
9
2
頭
の
牛
が
山
を
下
り
る

年末調整
所
得
税
の
合
計
額
と
、

与
総
額
に
対
す
る
正
規
の
年
税
額
と

は
、
一
致
し
な
い
の
が
普
通
で
す
。

　
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
①
年
の
中

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
給
与
に
つ
い
て

の
所
得
税
は
、
毎

月
の
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
が
支
払
わ
れ

る
と
き
に
源
泉
徴

収
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
毎
月

源
泉
徴
収
さ
れ
た

　
　
そ
の
年
の
給

途
、
で
扶
養
親
族
の
数
が
変
わ
る
こ
と

が
あ
る
、
②
生
命
保
険
料
や
損
害
保

険
料
の
控
除
は
、
毎
月
の
税
額
計
算

の
と
き
に
は
差
し
引
か
れ
て
い
な
い
、

③
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
に
適
用

さ
れ
る
税
額
表
は
、
各
月
の
給
料
が

変
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
そ
の
年
の
最
後
に
給

料
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
払
わ
れ
る
と
き

に
、
毎
月
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税

の
合
計
額
と
、
一
年
間
の
給
与
総
額

に
対
す
る
年
税
額
と
の
過
不
足
額
の

精
算
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
精

算
手
続
を
「
年
末
調
整
」
と
呼
ん
、
で

い
ま
す
。

　
年
末
調
整
は
、
大
部
分
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
に
と
っ
て
確
｛
疋
申
告
に
代
わ

る
大
切
な
手
続
で
あ
る
と
い
え
ま
す

が
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
確
｛
、
疋
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
給
与
の
収
入
金
額
が
一
五
〇
万
円

　
を
超
え
る
人
。

②
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外

　
の
所
得
が
二
〇
万
円
を
超
え
る
人
。

　
な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が

な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
、
雑
損
控

除
や
医
療
費
控
除
、
今
年
初
め
て
住

宅
取
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

な
ど
は
、
確
｛
疋
申
告
を
す
れ
ば
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま

す
。

サラリーマンの

　給与所得控除
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
給
料
や
ボ
ー
ナ

ス
に
は
所
得
税
が

か
か
り
ま
す
。
こ

の
所
得
税
は
、
給

料
や
ボ
ー
ナ
ス
が

支
払
わ
れ
る
際
、

給
与
の
支
払
者
が

源
泉
徴
収
し
て
納

め
る
こ
と
に
な
っ

イ
し
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
、
で
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
は
、

必
要
経
費
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
な

ど
と
考
え
ら
れ
て
い
る
方
も
い
ま
す

が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
も
必
要
経
費

な
ど
の
要
素
を
も
っ
て
い
る
「
給
与

所
得
控
除
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
控
除
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

勤
務
に
伴
う
必
要
経
費
な
ど
の
概
算

控
除
と
し
て
、
給
与
所
得
だ
け
に
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
事
業
所
得

の
必
要
経
費
な
ど
に
相
当
す
る
も
の

で
す
．

　
サ
ラ
リ
！
マ
ン
が
一
年
間
に
支
払

を
受
け
た
給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の

収
入
金
額
の
合
計
額
か
ら
、
給
与
所

得
控
除
額
を
差
し
引
い
た
残
り
の
金

額
が
給
与
所
得
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
金
額
か
ら
、
扶
養
控
除
や
基

礎
控
除
な
ど
の
「
所
得
控
除
額
」
を

差
し
引
い
た
残
り
の
金
額
が
課
税
所

得
金
額
、
で
、
こ
れ
に
「
税
率
」
を
掛

け
て
算
出
し
た
額
が
そ
の
年
の
所
得

税
額
で
す
。
　
（
詳
し
く
は
税
務
署
か

役
場
の
税
務
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）
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便利な電話
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ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル

　
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
は
、
外
出
中
の
あ

な
た
に
急
用
が
あ
る
と
「
ピ
ー
ピ
ー
」

と
合
図
し
て
く
れ
ま
す
。

　
仕
事
で
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
人
に

連
絡
し
た
い
、
こ
ん
な
と
き
「
ポ
ケ

ッ
ト
ベ
ル
」
が
あ
る
と
、
電
話
で
ア

チ
コ
チ
探
す
必
要
が
な
く
た
い
へ
ん

便
利
で
す
。
こ
の
ほ
ど
松
之
山
町
で

も
こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
が
利
用
．
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
の
料
金
は
月
額
二
、

九
〇
〇
円
、
加
入
契
約
の
際
二
〇
、
O

O
O
円
の
保
詮
金
が
必
要
、
で
す
。

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン

　
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
は
、
話
し
中
、
で
も

受
け
ら
れ
る
便
利
な
電
話
で
す
。

　
話
し
中
に
電
話
が
か
か
っ
て
く
る

と
サ
イ
ン
が
｝
．
述
ら
れ
、
い
ま
ま
で
話

し
て
い
た
方
に
待
っ
て
い
た
だ
き
、

か
か
っ
て
き
た
電
話
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
の
方
と
話
し
が
終
っ
た
ら
、

最
初
の
方
と
話
し
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
は
、
電
話
局

の
機
械
に
装
置
を
つ
け
る
だ
け
で
、

電
話
機
は
い
ま
の
ま
ま
、
で
利
用
、
で
き

ま
す
。
料
金
は
月
額
三
．
五
〇
円
、
で
、

工
事
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

コ
ー
ド
レ
ス
ホ
ン

　
コ
ー
ド
レ
ス
ホ
ン
は
、
電
波
を
利

用
し
て
コ
ー
ド
を
不
用
に
し
ま
し
た
。

　
二
十
層
以
内
な
ら
、
話
し
を
し
な

が
ら
自
由
に
移
動
で
き
ま
す
。

　
オ
フ
ィ
ス
や
お
店
な
ど
使
う
場
所

に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
ち
ょ
っ
と
自
由

な
発
想
が
で
き
そ
う
な
電
話
機
で
す
。

　
料
金
は
月
額
三
、
九
〇
〇
円
、
工
事

費
が
八
、
】
O
O
円
で
す
。
電
電
公
社

の
認
｛
、
疋
を
受
け
な
い
類
似
商
品
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
商

品
を
電
話
回
線
に
接
続
し
て
使
用
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

給与所得控除額

給与 所得控除額
7万円

年収額×40％

〃 ×30％＋16万5，000円

〃 ×20％＋49万5，000円

11 ×10％＋109万5，000円

〃 万5，000円

5
年

　給与の年収額
142万5，000円以下

142万5，000円超165万円以下

165万円超　　　　330　〃

330　　〃　　　　　　　　　600　　　〃

600　”　　　　　1000　　〃

OOO　〃
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バ
イ
ク
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
、
自

賠
責
保
険
や
自
賠
責
共
済
の
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
チ
ェ
ツ
ク
は
あ
な
た
の
目
で

　
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
の
有
効
期

限
を
示
し
た
シ
ー
ル
が
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
隅
に
は
っ
て
あ
る
は
ず

で
す
。
さ
っ
そ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

　
車
検
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

四
輪
の
自
動
車
な
ど
は
、
車
検
の
際

に
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
に
加
人
し

て
い
る
か
ど
う
か
が
チ
エ
ッ
ク
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
二
五
〇
㏄
以
下
の
バ

イ
ク
に
は
車
検
制
度
が
な
い
た
め
、

新
し
い
バ
イ
ク
を
買
っ
た
と
き
に
自

賠
責
保
険
（
共
済
）
に
入
っ
て
い
て

も
、
期
限
切
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方

法
が
な
い
の
で
、
つ
い
忘
れ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
．

　
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

事
故
も
小
さ
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

人
身
事
故
も
た
く
さ
ん
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

も
、
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
に
加
入

バ
イ
ク
の
自
賠
責
保
険

有
効
期
限
は
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
詳
し
く
は
、
損
害
保
険
会
社
か
そ

の
代
理
店
（
バ
イ
ク
店
、
自
転
車
店

な
ど
）
自
賠
責
共
済
に
つ
い
て
は
農

業
協
同
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
．
磁
、
卿
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
．
㎝

鞭
奇プ～

赤ちゃんは「母乳」で

育てましょう

ど
れ
だ
け
、
ご
存
知
で
す
か

母
乳
の
々
良
さ
々
に
つ
い
て

　
与
え
る
と
き
温
め
た
り
、
冷
や
す

必
要
が
な
い
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

か
な
り
俗
な
例
で
す
が
、
こ
れ
だ
け

で
も
「
母
乳
」
は
人
口
、
・
・
ル
ク
に
比

べ
十
分
に
勝
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
「
母
乳
」
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　無保険バイクは違法です
　バイクも普通の自動車と同じょうに

自賠責保険（共済）への加入が義務付け

られています。もし、無保険（無共済）

で走ると6ヵ月以下の懲役、または5

万円以下の罰金、さらに違反点数6点

となり免許停止処分になります。

　
お
母
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
は

　
心
の
成
長
に
も
役
立
ち
ま
す

　
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
赤
ち
ゃ
ん
も
、

刺
激
を
受
け
と
る
だ
け
で
な
く
、
働

き
か
け
る
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
母
乳
」
を
与
え
る
と
き
の
、
肌
の

触
れ
合
い
、
見
つ
め
合
い
、
そ
し
て

お
母
さ
ん
の
語
り
か
け
や
匂
い
に
応

じ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
反

能
を
示
す
で
し
ょ
う
。
こ
の
“
や
り

と
り
”
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
心
の
成
長

に
と
っ
て
は
重
要
で
す
。

な
ぜ
、
母
乳
で
青
て
る
二
と
を

お
す
す
め
す
る
か
と
い
う
と

　
「
赤
ち
ゃ
ん
は
母
乳
で
育
て
ま
し

ょ
う
」
な
ど
と
言
う
と
、
多
少
押

し
つ
け
が
ま
し
さ
を
感
じ
て
、
反
感

を
覚
え
る
方
が
い
ら
っ
し
や
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
は
、
ど
う
し

て
も
お
知
ら
せ
し
て
お
き
た
い
の
で

す
。
そ
れ
は
「
母
乳
」
と
「
母
乳
に

よ
る
育
児
」
が
い
か
に
優
れ
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
．

母
乳
で
青
つ
と
、
病
気
に

か
か
り
に
く
く
な
り
ま
す

　
「
母
乳
」
に
は
、
お
母
さ
ん
の
免

疫
体
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
じ
ん

ま
し
ん
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
i
症
状
が

起
こ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
抗
菌
性
も
あ
り
、
飲
ん
で

い
る
と
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
が
つ

き
ま
す
。
さ
ら
に
「
母
乳
」
は
、
他

の
食
品
と
比
べ
て
も
、
消
化
が
よ
く

栄
養
素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

第11回

上
越
地
区
視
聴
覚
教
育
研
究
会

　
　
　
　
　
　
1
1
月
1
5
日
（
木
）
上
越
文
化
会
館

▽
講
演
「
生
涯
教
育
と
視
聴
覚
ラ
イ

　
フ
ラ
リ
i
」

▽
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

▽
分
科
会
（
映
画
を
見
て
話
し
合
う
）

授
乳
は
、
お
母
さ
ん
の
健
康

に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
で
す

　
赤
ち
ゃ
ん
に
「
母
乳
」
を
与
え
る

こ
と
は
、
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

産
後
の
体
の
回
復
を
早
め
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
授
乳
す
る
と
乳

が
ん
に
か
か
り
に
く
い
、
と
い
う
調

査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　
仕
事
が
忙
し
く
て
授
乳
時
間
が
と

れ
な
い
、
母
乳
が
出
な
い
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
、
人
工
、
・
、
ル
ク
に
頼

っ
て
い
る
人
が
多
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
で
も
、
せ
め
て
生
後
一
・
五
ヵ

月
ま
で
は
母
乳
だ
け
で
育
て
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
直
接
教
育
に
携
わ
る
方
だ
け
で
な

く
一
般
の
参
加
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

申
し
込
み
は
、
8
0
二
五
五
－
二
二

ー
二
五
一
六
番
へ
。

広
報
「
ま
つ
の
や
ま
」

　
　
　
　
　
　
　
　
縮
刷
版
を
刊
行

　
広
報
「
ま
つ
の
や
ま
」
が
今
年
の

六
月
号
で
一
〇
〇
号
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
｝
号
か
ら
一
〇
〇
号
ま
で
の

広
報
を
全
部
収
録
し
た
縮
刷
版
を
発

行
し
た
。

　
こ
の
本
は
B
5
判
の
四
三
六
ぺ
ー

ジ
で
、
皆
さ
ん
の
注
文
に
よ
り
四
〇

〇
冊
印
刷
さ
れ
た
。
（
写
真
）

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
三
年

五
月
に
村
だ
よ
り

と
し
て
創
刊
さ
れ

て
以
来
、
二
十
六

年
を
経
て
よ
う
や

く
一
〇
〇
号
と
な

り
、
各
ぺ
ー
ジ
に

し
る
さ
れ
た
記
事

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ

が
町
の
歴
史
を
物

語
っ
て
い
る
。

窟わ婦⑳君
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L
萎

　
　
ρ

　入
　札
　結
10果
月司

▽
産
第
十
九
号
・
農
地
保
全
復
旧

　
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
三
六
〇
万
円

▽
産
第
二
十
号
・
水
路
復
旧

　
（
天
水
越
）
　
　
　
　
一
七
五
屑

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
｝
八
○
万
円

▽
産
第
二
十
一
号
・
耕
地
災
害
復
旧

　
水
路
復
旧
（
天
水
越
）
一
〇
五
屑

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
一
二
〇
万
円

▽
産
第
二
十
二
号
・
池
田
地
区
第
一

　
次
工
事
「
水
路
」
　
（
天
水
島
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
三
八
O
万
円

▽
産
第
二
十
三
号
・
団
体
営
地
す
べ

　
り
関
連
「
農
道
」
　
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
六
〇
〇
万
円

▽
産
第
二
十
四
号
・
狐
塚
地
区
第
四

　
次
工
事
「
農
道
」
　
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
一
五
〇
万
円

▽
産
第
二
十
五
号
・
天
水
越
地
区
、

　
田
復
旧
工
事
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
｝
六
〇
万
円

▽
建
第
三
十
三
号
・
防
雪
工
事
（
段

　
切
）
松
代
・
松
之
山
線
（
黒
倉
）

　
村
山
建
材
　
　
　
　
一
四
〇
万
円

▽
建
第
三
十
五
号
・
地
域
防
雪
体
制

　
整
備
、
建
設
機
械
車
庫
（
田
麦
立
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
四
八
O
万
円

▽
建
第
三
十
六
号
・
地
域
防
雪
体
制

　
整
備
、
共
同
車
庫
三
棟
（
坂
中
・

　
田
麦
立
）
飯
塚
建
設
九
一
〇
万
円

▽
建
第
三
十
七
号
・
道
路
災
害
復
旧

　
豊
原
線
（
東
川
）

　
大
海
組
　
　
　
　
　
｝
一
五
万
円

▽
建
第
三
十
八
号
・
河
川
災
害
復
旧

　
樋
田
川
（
豊
田
）

　
飯
塚
建
設
　
　
二
、
三
〇
〇
万
円

〔11〕広報まつのやま

－
○

結
婚
苔 命　　　

ド

　
　
ノ
軌

　
　
　
　
一
　
　
一

♪

／

伽

聖
出
％
♂

た
い
マ
切
』
家
の
中
ヱ

邪
魔
る
，
姻
静

〉♂

ヨ
”

誕
・

と
∪
）
て

捨
蓄
ワ
ε
　
　
～

い
か
な
い
し

－　　　氏（　　㍉

　　　喝沸際
隔　速、証鷺
窃一．二、　＼
ガ　　　　づ　　一／ク　　 ・

，
惹

　（使，、）　
“，

『
7
《
”

　
　
　
　
　
　
　
）

オ
し
毛
引
き
出
肪

だ
・
た
象
な

　
　
　
　
ケ
ッ
⊃
》

　
　
　
　
　
式
の

　
　
　
　
！

10

月
に
あ
つ
た
行
事

921日日日
121110
日　日　日

1816
日　日

272019
日　日　日

302928
日　日　日

教
育
委
員
会

老
人
ク
ラ
ブ
ム
訟
議

ス
キ
ー
場
宣
伝
協
議
会

連
転
免
許
証
の
更
新

駅
伝
大
会

田
麦
立
で
火
災

選
拳
管
理
委
貝
会

農
業
祭
打
ち
合
わ
せ
会

ス
キ
ー
場
運
営
委
貝
会

消
防
分
団
長
会
議

行
政
相
談
（
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー
y

教
育
委
貝
会

行
政
相
談
（
老
人
憩
い
の
家
）

郡
美
術
展
（
2
2
日
ま
で
松
代
町
）

町
美
術
展
（
2
9
日
ま
で
）

芸
能
祭
（
2
8
日
ま
で
）

農
業
祭

町
内
小
中
学
校
芸
能
交
歓
会

農
業
委
貝
会

大
戯
寺
高
原
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
雪

　
十
月
三
十
日
の
夜
か
ら
三
十
一
日

の
朝
に
か
け
て
、
こ
の
秋
一
番
の
冷

え
込
み
と
な
り
、
大
厳
寺
高
原
で
は

約
十
セ
ン
チ
の
初
雪
と
な
っ
た
。

　
役
場
の
観
測
に
よ
る
と
、
最
低
気

温
は
マ
イ
ナ
ス
一
・
三
度
。

　
夏
、
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
大
厳
寺

高
原
は
、
人
影
も
な
く
白
一
色
の
雪

化
粧
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
希
望
館
」

は
十
一
月
四
日
で
閉
館
し
た
。
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バ
イ
ク
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
、
自

賠
責
保
険
や
自
賠
責
共
済
の
期
限
は

切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
チ
ェ
ツ
ク
は
あ
な
た
の
目
で

　
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
の
有
効
期

限
を
示
し
た
シ
ー
ル
が
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
隅
に
は
っ
て
あ
る
は
ず

で
す
。
さ
っ
そ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

　
車
検
制
度
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

四
輪
の
自
動
車
な
ど
は
、
車
検
の
際

に
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
に
加
人
し

て
い
る
か
ど
う
か
が
チ
エ
ッ
ク
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
二
五
〇
㏄
以
下
の
バ

イ
ク
に
は
車
検
制
度
が
な
い
た
め
、

新
し
い
バ
イ
ク
を
買
っ
た
と
き
に
自

賠
責
保
険
（
共
済
）
に
入
っ
て
い
て

も
、
期
限
切
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方

法
が
な
い
の
で
、
つ
い
忘
れ
て
し
ま

い
が
ち
で
す
．

　
小
さ
な
バ
イ
ク
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

事
故
も
小
さ
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

人
身
事
故
も
た
く
さ
ん
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

も
、
自
賠
責
保
険
（
共
済
）
に
加
入

バ
イ
ク
の
自
賠
責
保
険

有
効
期
限
は
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
詳
し
く
は
、
損
害
保
険
会
社
か
そ

の
代
理
店
（
バ
イ
ク
店
、
自
転
車
店

な
ど
）
自
賠
責
共
済
に
つ
い
て
は
農

業
協
同
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
．
磁
、
卿
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
．
㎝

鞭
奇プ～

赤ちゃんは「母乳」で

育てましょう

ど
れ
だ
け
、
ご
存
知
で
す
か

母
乳
の
々
良
さ
々
に
つ
い
て

　
与
え
る
と
き
温
め
た
り
、
冷
や
す

必
要
が
な
い
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

か
な
り
俗
な
例
で
す
が
、
こ
れ
だ
け

で
も
「
母
乳
」
は
人
口
、
・
・
ル
ク
に
比

べ
十
分
に
勝
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
「
母
乳
」
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　無保険バイクは違法です
　バイクも普通の自動車と同じょうに

自賠責保険（共済）への加入が義務付け

られています。もし、無保険（無共済）

で走ると6ヵ月以下の懲役、または5

万円以下の罰金、さらに違反点数6点

となり免許停止処分になります。

　
お
母
さ
ん
と
の
触
れ
合
い
は

　
心
の
成
長
に
も
役
立
ち
ま
す

　
生
ま
れ
て
す
ぐ
の
赤
ち
ゃ
ん
も
、

刺
激
を
受
け
と
る
だ
け
で
な
く
、
働

き
か
け
る
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
母
乳
」
を
与
え
る
と
き
の
、
肌
の

触
れ
合
い
、
見
つ
め
合
い
、
そ
し
て

お
母
さ
ん
の
語
り
か
け
や
匂
い
に
応

じ
て
、
赤
ち
ゃ
ん
は
さ
ま
ざ
ま
な
反

能
を
示
す
で
し
ょ
う
。
こ
の
“
や
り

と
り
”
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
心
の
成
長

に
と
っ
て
は
重
要
で
す
。

な
ぜ
、
母
乳
で
青
て
る
二
と
を

お
す
す
め
す
る
か
と
い
う
と

　
「
赤
ち
ゃ
ん
は
母
乳
で
育
て
ま
し

ょ
う
」
な
ど
と
言
う
と
、
多
少
押

し
つ
け
が
ま
し
さ
を
感
じ
て
、
反
感

を
覚
え
る
方
が
い
ら
っ
し
や
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
は
、
ど
う
し

て
も
お
知
ら
せ
し
て
お
き
た
い
の
で

す
。
そ
れ
は
「
母
乳
」
と
「
母
乳
に

よ
る
育
児
」
が
い
か
に
優
れ
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
．

母
乳
で
青
つ
と
、
病
気
に

か
か
り
に
く
く
な
り
ま
す

　
「
母
乳
」
に
は
、
お
母
さ
ん
の
免

疫
体
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
じ
ん

ま
し
ん
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
i
症
状
が

起
こ
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
抗
菌
性
も
あ
り
、
飲
ん
で

い
る
と
病
気
に
対
す
る
抵
抗
力
が
つ

き
ま
す
。
さ
ら
に
「
母
乳
」
は
、
他

の
食
品
と
比
べ
て
も
、
消
化
が
よ
く

栄
養
素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

第11回

上
越
地
区
視
聴
覚
教
育
研
究
会

　
　
　
　
　
　
1
1
月
1
5
日
（
木
）
上
越
文
化
会
館

▽
講
演
「
生
涯
教
育
と
視
聴
覚
ラ
イ

　
フ
ラ
リ
i
」

▽
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル

▽
分
科
会
（
映
画
を
見
て
話
し
合
う
）

授
乳
は
、
お
母
さ
ん
の
健
康

に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
で
す

　
赤
ち
ゃ
ん
に
「
母
乳
」
を
与
え
る

こ
と
は
、
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

産
後
の
体
の
回
復
を
早
め
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
授
乳
す
る
と
乳

が
ん
に
か
か
り
に
く
い
、
と
い
う
調

査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

　
仕
事
が
忙
し
く
て
授
乳
時
間
が
と

れ
な
い
、
母
乳
が
出
な
い
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
、
人
工
、
・
、
ル
ク
に
頼

っ
て
い
る
人
が
多
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
で
も
、
せ
め
て
生
後
一
・
五
ヵ

月
ま
で
は
母
乳
だ
け
で
育
て
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
直
接
教
育
に
携
わ
る
方
だ
け
で
な

く
一
般
の
参
加
も
呼
び
か
け
て
い
る
。

申
し
込
み
は
、
8
0
二
五
五
－
二
二

ー
二
五
一
六
番
へ
。

広
報
「
ま
つ
の
や
ま
」

　
　
　
　
　
　
　
　
縮
刷
版
を
刊
行

　
広
報
「
ま
つ
の
や
ま
」
が
今
年
の

六
月
号
で
一
〇
〇
号
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
｝
号
か
ら
一
〇
〇
号
ま
で
の

広
報
を
全
部
収
録
し
た
縮
刷
版
を
発

行
し
た
。

　
こ
の
本
は
B
5
判
の
四
三
六
ぺ
ー

ジ
で
、
皆
さ
ん
の
注
文
に
よ
り
四
〇

〇
冊
印
刷
さ
れ
た
。
（
写
真
）

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
三
年

五
月
に
村
だ
よ
り

と
し
て
創
刊
さ
れ

て
以
来
、
二
十
六

年
を
経
て
よ
う
や

く
一
〇
〇
号
と
な

り
、
各
ぺ
ー
ジ
に

し
る
さ
れ
た
記
事

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ

が
町
の
歴
史
を
物

語
っ
て
い
る
。
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ρ

　入
　札
　結
10果
月司

▽
産
第
十
九
号
・
農
地
保
全
復
旧

　
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
三
六
〇
万
円

▽
産
第
二
十
号
・
水
路
復
旧

　
（
天
水
越
）
　
　
　
　
一
七
五
屑

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
｝
八
○
万
円

▽
産
第
二
十
一
号
・
耕
地
災
害
復
旧

　
水
路
復
旧
（
天
水
越
）
一
〇
五
屑

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
一
二
〇
万
円

▽
産
第
二
十
二
号
・
池
田
地
区
第
一

　
次
工
事
「
水
路
」
　
（
天
水
島
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
三
八
O
万
円

▽
産
第
二
十
三
号
・
団
体
営
地
す
べ

　
り
関
連
「
農
道
」
　
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
六
〇
〇
万
円

▽
産
第
二
十
四
号
・
狐
塚
地
区
第
四

　
次
工
事
「
農
道
」
　
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
一
五
〇
万
円

▽
産
第
二
十
五
号
・
天
水
越
地
区
、

　
田
復
旧
工
事
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
｝
六
〇
万
円

▽
建
第
三
十
三
号
・
防
雪
工
事
（
段

　
切
）
松
代
・
松
之
山
線
（
黒
倉
）

　
村
山
建
材
　
　
　
　
一
四
〇
万
円

▽
建
第
三
十
五
号
・
地
域
防
雪
体
制

　
整
備
、
建
設
機
械
車
庫
（
田
麦
立
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
四
八
O
万
円

▽
建
第
三
十
六
号
・
地
域
防
雪
体
制

　
整
備
、
共
同
車
庫
三
棟
（
坂
中
・

　
田
麦
立
）
飯
塚
建
設
九
一
〇
万
円

▽
建
第
三
十
七
号
・
道
路
災
害
復
旧

　
豊
原
線
（
東
川
）

　
大
海
組
　
　
　
　
　
｝
一
五
万
円

▽
建
第
三
十
八
号
・
河
川
災
害
復
旧

　
樋
田
川
（
豊
田
）

　
飯
塚
建
設
　
　
二
、
三
〇
〇
万
円
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10

月
に
あ
つ
た
行
事

921日日日
121110
日　日　日

1816
日　日

272019
日　日　日

302928
日　日　日

教
育
委
員
会

老
人
ク
ラ
ブ
ム
訟
議

ス
キ
ー
場
宣
伝
協
議
会

連
転
免
許
証
の
更
新

駅
伝
大
会

田
麦
立
で
火
災

選
拳
管
理
委
貝
会

農
業
祭
打
ち
合
わ
せ
会

ス
キ
ー
場
運
営
委
貝
会

消
防
分
団
長
会
議

行
政
相
談
（
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー
y

教
育
委
貝
会

行
政
相
談
（
老
人
憩
い
の
家
）

郡
美
術
展
（
2
2
日
ま
で
松
代
町
）

町
美
術
展
（
2
9
日
ま
で
）

芸
能
祭
（
2
8
日
ま
で
）

農
業
祭

町
内
小
中
学
校
芸
能
交
歓
会

農
業
委
貝
会

大
戯
寺
高
原
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
雪

　
十
月
三
十
日
の
夜
か
ら
三
十
一
日

の
朝
に
か
け
て
、
こ
の
秋
一
番
の
冷

え
込
み
と
な
り
、
大
厳
寺
高
原
で
は

約
十
セ
ン
チ
の
初
雪
と
な
っ
た
。

　
役
場
の
観
測
に
よ
る
と
、
最
低
気

温
は
マ
イ
ナ
ス
一
・
三
度
。

　
夏
、
観
光
客
で
賑
わ
っ
た
大
厳
寺

高
原
は
、
人
影
も
な
く
白
一
色
の
雪

化
粧
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
希
望
館
」

は
十
一
月
四
日
で
閉
館
し
た
。
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『
マ
イ
ホ
ー
ム
の
電
気
プ
ラ
ン
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冊
子
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
東
北
電
力
で
は

新
築
・
増
改
築
の

た
め
に
「
マ
イ
ホ

ー
ム
の
電
気
プ
ラ

ン
」
と
い
う
冊
子

（
四
十
菱
ー
、
、
シ
）
を

発
行
し
た
。
（
写
真
）

　
こ
れ
か
ら
新
築

等
計
画
の
あ
る
方

に
無
料
で
こ
の
冊

電気工事士の資格のない人が、配線工事をす

ることは禁じられています。

電気工事は電気工事店にたのみましよう。

子
を
配
布
し
て
い
る
の
で
、
希
望
者

は
東
北
電
力
へ
．

　
電
気
の
配
線
は
、
壁
の
中
に
埋
め

込
ま
れ
た
り
天
井
の
裏
側
に
穏
さ
れ

て
お
り
、
家
が
、
で
き
上
っ
て
か
ら
コ

ン
セ
ン
ト
や
ス
イ
ッ
チ
、
照
明
な
ど

を
増
や
そ
う
と
す
る
と
と
て
も
大
変

な
工
事
に
な
る
．

　
将
来
の
家
族
プ
ラ
ン
や
電
気
器
具

の
変
化
や
増
加
を
考
え
た
、
最
初
の

計
画
が
大
切
で
す
。

　
新
築
の
家
庭
を
対
象
に
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
不
足

や
位
置
が
悪
く
不
便
だ
と
い
う
答
が

三
十
％
も
あ
っ
た
。

しろうと工事は事故のもとノ

衡）東北電気保安協会

廟
圏
東
北
電
力

、98412

▽
十
一
月
十
三
日
（
火
）

○
午
前
八
時
か
ら
十
二
時
ま
で

○
小
谷
の
一
部
、
水
梨
。

▽
十
一
月
十
。
五
日
（
木
）

Q
午
前
八
時
か
ら
十
｝
時
半
ま
で

○
松
之
山
の
｝
部

国
体
で
健
闘

　
相
沢
さ
ん
6
位
・
布
施
さ
ん
㎜
位

　
第
三
十
九
回
「
わ
か
く
さ
国
体
」

が
奈
良
で
行
わ
れ
、
町
か
ら
高
校
生

二
人
が
参
加
し
た
。

　
十
月
十
三
日
（
大
会
二
日
目
）
八

O
O
メ
ー
ト
ル
で
相
沢
義
和
君
が
六

位
に
、
ヤ
リ
投
げ
で
布
施
政
子
さ
ん

が
十
位
に
入
賞
す
る
健
闘
で
し
た
。

暮
ら
し
の
知
恵

適応年齢を守る

目を離さない

　
す
べ
り
台
は
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る

に
は
格
好
の
遊
具
で
、
家
庭
で
も
な

じ
み
深
い
製
品
で
す
。

　
し
か
し
正
し
く
使
わ
な
い
と
思
わ

の
ト
ラ
、
ブ
ル
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
す
。

　
す
べ
り
台
、
で
遊
ぶ
の
に
ふ
さ
わ
し

い
年
齢
は
、
二
歳
児
か
ら
六
歳
児
ま

で
な
の
で
す
。

　
二
歳
以
下
で
は
体
が
自
由
に
動
か

な
い
ト
息
．
で
危
険
、
で
す
し
、
六
歳
以
上

は
遊
び
方
も
活
発
に
な
り
ま
す
し
、

体
重
も
増
え
ー
る
な
ど
で
、
家
庭
用
す

べ
り
台
で
遊
ぶ
に
は
ふ
さ
わ
し
い
と

い
え
な
く
な
り
ま
す
。

　
家
庭
の
中
に
は
何
か
と
雑
用
が
あ

り
　
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
あ
い
だ
子

ど
も
か
ら
目
を
離
す
と
い
う
こ
と
は

よ
く
あ
る
こ
と
で
す
が
、
子
ど
も
を

相
手
に
し
て
い
る
限
り
　
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
の
が
「
気
の
ゆ
る
み
」
で

す
。

　
使
用
前
に
す
べ
り
台
各
部
に
緩
み

な
ど
な
い
こ
と
を
確
め
る
こ
と
、
敷

居
、
じ
ゅ
う
た
ん
な
ど
段
差
が
あ
る

と
こ
ろ
や
危
険
物
付
近
に
設
置
し
な

い
こ
と
、
初
め
て
使
用
す
る
幼
児
は

保
護
者
が
使
用
上
の
注
意
を
教
え
る

こ
と
、
ゆ
す
っ
た
り
側
面
か
ら
登
っ

た
り
降
り
た
り
、
お
ど
り
場
で
暴
れ

た
り
飛
び
お
り
、
駆
け
上
り
な
ど
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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